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7月24日(金)～26日（日）の3日間に7月24日(金)～26日（日）の3日間に7月24日(金)～26日（日）の3日間に

　

7
月
24
日
（
金
）〜
7

月
26
日
（
日
）、
福
岡
管

区
気
象
台
観
測
史
上
最
多

と
な
る
雨
量
に
よ
り
粕
屋

町
内
も
被
害
（
床
上
・
床

下
浸
水
、道
路
冠
水
な
ど
）

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
の
集
中
豪
雨
に

よ
り
罹
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
、

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
回
の
九
州
北
部
を
襲

っ
た
豪
雨
は
、
停
滞
し
た

梅
雨
前
線
に
「
湿
舌
」
と

呼
ば
れ
る
湿
っ
た
暖
か
い

空
気
が
流
れ
込
ん
だ
た
め

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
雨
が
激
し
く
降
っ

た
24
日
（
金
）
は
、
梅
雨

前
線
付
近
で
積
乱
雲
が
多

発
し
て
く
さ
び
状
に
広
が

る
「
テ
ー
パ
リ
ン
グ
ク
ラ

ウ
ド
」
が
発
生
し
、
そ
こ

に
南
西
か
ら
湿
舌
が
流
れ

込
ん
で
記
録
的
な
雨
量
を

も
た
ら
し
た
た
め
で
し
た
。
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大川小学校教室内の床大川小学校教室内の床大川小学校教室内の床

法面が崩壊した大川河畔公園法面が崩壊した大川河畔公園法面が崩壊した大川河畔公園
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濁流となった多々良川　写真は戸原、古屋敷井堰濁流となった多々良川　写真は戸原、古屋敷井堰濁流となった多々良川　写真は戸原、古屋敷井堰
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　このコーナーでは、あなたの
まわりの身近な出来事や話題を
待っています。
　電話で結構です。粕屋町広報
広聴係まで。

　

６
月
28
日
（
日
）・
７
月
５
日
（
日
）

の
両
日
、
芦
屋
町
総
合
体
育
館
ほ
か

で
全
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
小
学
生
大

会
福
岡
県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
、
粕
屋
J
V
B
C

（
男
子
）
チ
ー
ム
が
、
準
決
勝
戦
で

接
戦
の
末
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
、

大
分
県
で
開
催
さ
れ
る
九
州
大
会

（
８
月
28
日
〜
30
日
開
催
）
に
出
場

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

7
月
24
日
（
金
）、
大
会
結
果
の

報
告
と
九
州
大
会
へ
の
決
意
表
明
を

込
め
、
篠
﨑
町
長
を
表
敬
訪
問
し
ま

し
た
。

　

訪
問
を
受
け
た
篠
﨑
町
長
か
ら
、

「
県
大
会
は
、
３
位
と
い
う
結
果
で

し
た
が
、
九
州
大
会
で
は
、
ボ
ー
ル

を
拾
っ
て
拾
っ
て
チ
ャ
ン
ス
が
来
る

ま
で
つ
な
い
で
ぜ
ひ
優
勝
し
て
く
だ

さ
い
。
私
も
応
援
に
行
き
ま
す
。」

と
激
励
の
言
葉
が
あ
り
、
こ
れ
に
対

し
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
、「
が
ん
ば

り
ま
す
。」
と
力
強
い
言
葉
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。

　

７
月
９
日
（
木
）、
大
川
小
学
校

で
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
と
一
緒
に
人

権
の
花
「
ひ
ま
わ
り
の
花
」
の
鑑
賞

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
ひ
ま
わ
り
」
は
、
同
校
の

３
年
生
（
89
名
）
が
今
年
の
４
月
23

日
（
木
）
に
「
ひ
ま
わ
り
の
種
」
を
ま

き
、
毎
日
児
童
た
ち
が
草
取
り
・
水

や
り
な
ど
を
行
い
、
た
い
せ
つ
に
育

て
た
も
の
で
す
。

　

校
舎
の
中
庭
に
咲
い
た
「
ひ
ま
わ

り
」
は
、
日
々
の
作
業
に
よ
り
、
自

分
の
背
丈
よ
り
大
き
く
育
ち
ま
し
た
。

　
『
毎
日
の
水
や
り
・
草
取
り
な
ど

を
行
い
、「
ひ
ま
わ
り
」
を
大
事
に

思
い
・
育
て
た
心
は
、
人
権
に
つ
な

が
る
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
先
も
友
達

と
仲
良
く
し
大
事
に
し
て
く
だ
さ

い
。』
と
校
長
先
生
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
か
ら
は
、「
水
や
り
を

毎
日
忘
れ
ず
に
行
い
大
き
く
育
っ
て

う
れ
し
い
」「
種
を
ほ
か
の
人
に
も

分
け
て
や
り
た
い
」
な
ど
と
感
想
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
が

「
人
権
の
紙
芝
居
」
を
行
う
と
、
児

童
た
ち
は
紙
芝
居
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。

人権の花
「ひまわり」
鑑賞会開催

人権の花
「ひまわり」
鑑賞会開催

人権の花
「ひまわり」
鑑賞会開催
-大川小学校-

　

８
月
24
日
（
月
）〜
30
日
（
日
）、

「
２
０
０
９
日
中
友
好
親
善
少
年
野

球
大
会
」
が
中
国
（
北
京
・
無
錫
・

上
海
の
各
会
場
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
、
粕
屋
中
３
年
の
寺

尾
有
史
君
が
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

寺
尾
君
は
、「
柚
須
ジ
ュ
ニ
ア
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
」
チ
ー
ム
出
身
で
、

現
在
「
粕
屋
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ボ
ー
イ

ズ
」
に
所
属
し
、
チ
ー
ム
の
中
心
選

手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
３
日
（
月
）、
大
会
出
場
の

報
告
の
た
め
、
篠
﨑
町
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　

寺
尾
君
が
『
今
は
、
８
月
14
日

（
金
）
か
ら
４
日
間
の
日
程
で
開
催

さ
れ
る
中
学
硬
式
野
球
大
会
に
向

け
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。』

と
現
状
を
話
す
と
篠
﨑
町
長
か
ら

「
ど
ち
ら
の
大
会
も
し
っ
か
り
が
ん

ば
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
激
励
の
言
葉

を
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

 寺尾 有史君
（粕屋中３年生）
 寺尾 有史君
（粕屋中３年生）
 寺尾 有史君
（粕屋中３年生）
「２００９
 日中友好親善

 少年野球大会」

            に出場

「２００９
 日中友好親善

 少年野球大会」

            に出場

「２００９
 日中友好親善

 少年野球大会」

            に出場

粕屋JVBC（ジュニア
バレーボールクラブ）
粕屋JVBC（ジュニア
バレーボールクラブ）
粕屋JVBC（ジュニア
バレーボールクラブ）
男子チームが
九州大会へ
男子チームが
九州大会へ
男子チームが
九州大会へ
男子チームが
九州大会へ
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８
月
２
日
（
日
）、
第
58
回
糟
屋

地
区
体
育
大
会
が
古
賀
市
を
主
会
場

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

粕
屋
町
か
ら
は
、
４
０
７
名
の
選

手
が
14
競
技
に
参
加
し
、
団
体
の
部

で
卓
球
の
一
般
・
青
年
・
壮
年
と
軟

式
野
球
が
優
勝
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し

た
。

　

参
加
者
た
ち
は
、
各
競
技
と
も
実

力
が
伯
仲
す
る
中
で
熱
戦
を
繰
り
広

げ
、
競
技
が
終
わ
る
と
友
情
の
輪
の

中
、
親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
粕
屋
町
の
上
位
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　
【
団
体
の
部
】

◎
陸
上　

一
般
女
子
＝
２
位
、
青
年 

　

女
子
＝
２
位

◎
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

一
般
男
子
＝
３

　

位
、
一
般
女
子
＝
２
位

◎
剣
道　

一
般
＝
３
位

◎
柔
道　

青
年
＝
２
位

◎
卓
球　

一
般
＝
１
位
、
青
年
＝
１

　

位
、
壮
年
＝
１
位

◎
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　

一
般
女
子

　

＝
３
位

◎
サ
ッ
カ
ー　

一
般
男
子
＝
２
位

◎
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル　

一
般
女
子
＝
３

　

位
◎
軟
式
野
球　

一
般
男
子
＝
１
位

◎
水
泳　

総
合
＝
２
位

　
【
個
人
の
部
】

◎
陸
上

●
一
般
男
子

　

▽
１
，５
０
０
ｍ
１
位
＝
宮
永
滉

　
　

己

●
男
女
混
合

　

▽
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
２
位
＝
福
島

　
　

彩
、
木
村
篤
司
、
鶴
田
梨
恵
、

　
　

大
谷
拓
矢

●
一
般
女
子

　

▽
１
０
０
ｍ
３
位
＝
鶴
田
梨
恵

　

▽
３
，０
０
０
ｍ
２
位
＝
堤
万
亜

　
　

子

　

▽
３
，０
０
０
ｍ
３
位
＝
徳
永
昌

　
　

子

　

▽
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
３
位
＝
鶴
田

　

梨
恵
、
神
田
誠
美
、
福
島
彩
、
中

　
　

島
裕
美

　

▽
走
高
跳
２
位
＝
中
島
裕
美

　

▽
砲
丸
投
１
位
＝
寺
尾
侑
華

　

▽
砲
丸
投
３
位
＝
中
島
裕
美

●
青
年
男
子

　

▽
４
０
０
ｍ
１
位
＝
安
部
遼
太
郎

　

▽
１
，５
０
０
ｍ
３
位
＝
田
中
真

●
青
年
女
子

　

▽
１
０
０
ｍ
１
位
＝
前
川
亮
子

　

▽
２
０
０
ｍ
１
位
＝
前
川
亮
子

●
壮
年
男
子
A

　

▽
砲
丸
投
１
位
＝
寺
尾
恭
徳

●
壮
年
男
子
B

　

▽
砲
丸
投
３
位
＝
長
保
幸

●
壮
年
女
子
B

　

▽
１
０
０
ｍ
１
位
＝
長
ま
り
子

　

▽
砲
丸
投
１
位
＝
長
ま
り
子

●
オ
ー
プ
ン
男
子　

   

　

▽
２
０
０
ｍ
１
位
＝
大
谷
祐
貴

　

▽
２
０
０
ｍ
２
位
＝
卯
野
佑
樹

　

▽
８
０
０
ｍ
３
位
＝
小
嶋
宏
明

●
オ
ー
プ
ン
女
子　

　

▽
８
０
０
ｍ
３
位
＝
堤
万
亜
子

◎
卓
球

　

▽
一
般
男
子
１
位
＝
長
野
友
也

◎
剣
道　
　

　

▽
男
子
50
歳
代
１
位
＝
今
泉
昇

　

▽
男
子
50
歳
代
３
位
＝
安
河
内
茂
、

　
　

青
木
政
広

　

▽
女
子
30
歳
未
満
３
位
＝
笠
井
殊

　
　

法

◎
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

▽
男
子
２
位
＝
蒲
池
晃
昌
・
秋
原

　
　

尚
之

　

▽
男
子
３
位
＝
藤
田
祥
平
・
升
野

　
　

博
規

◎
水
泳
（
一
位
の
み
）　

●
男
子
（
25
m
）

　

▽
自
由
形
45
歳
以
上
１
位
＝
岡
田

　
　

浩
一

　

▽
背
泳
30
歳
以
上
１
位
＝
財
津
俊

　
　

英

　

▽
背
泳
45
歳
以
上
1
位
＝
岡
田
浩

　
　

一

　

▽
平
泳
ぎ
中
学
生
1
位
＝
樋
口
修

　
　

平

　

▽
平
泳
ぎ
30
歳
以
上
1
位
＝
財
津

　
　

俊
英

●
女
子
（
25
m
）

　

▽
自
由
形
35
歳
以
上
1
位
＝
有
馬

　
　

陽
子

　

▽
平
泳
ぎ
小
学
4
年
以
下
1
位
＝

　
　

野
崎
來
華

●
男
子
（
50
m
）

　

▽
自
由
形
高
校
生
１
位
＝
田
畑
駿

　

▽
自
由
形
45
歳
以
上
１
位
＝
岡
田

　
　

浩
一

　

▽
平
泳
ぎ
中
学
生
1
位
＝
樋
口
修

　
　

平

　

▽
平
泳
ぎ
高
校
生
1
位
＝
田
畑
駿

　

▽
平
泳
ぎ
30
歳
以
上
1
位
＝
財
津

　
　

俊
英

　

▽
平
泳
ぎ
45
歳
以
上
1
位
＝
岡
田

　
　

浩
一

　

▽
バ
タ
フ
ラ
イ
30
歳
以
上
1
位
＝

　
　

財
津
俊
英

●
女
子
（
50
m
）

　

▽
平
泳
ぎ
35
歳
以
上
1
位
＝
有
馬

　
　

陽
子

糟
屋
地
区
体
育
大
会

●

の次年３１

　
◎●●●

屋場選部軟し実

位
◎
軟
式
野
球

一
般
男
子
＝
１
位

◎
水
泳

総
合
＝
２
位

【
個
人
の
部
】

◎
陸
上

◎
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７
月
18
日
（
土
）、
駕
与
丁
公
園
で

「
第
８
回
粕
屋
町
商
工
花
火
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
華
や
か
な

「
ゆ
か
た
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
始
ま
り
、

続
い
て
県
立
福
岡
魁
誠
高
校
の
吹
奏

楽
部
の
皆
さ
ん
が
浴
衣
姿
で
演
奏
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
歌
謡
シ
ョ
ー
・
和
太
鼓
演
奏

が
あ
り
、
最
後
に
Y
O
S
A
K
O
I

の
演
舞
が
披
露
さ
れ
た
後
、
午
後
８

時
よ
り
待
望
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

３,
０
０
０
発
の
花
火
と
11
基
の
仕

　

７
月
18
日
（
土
）、
駕
与
丁
公
園
で

「
第
８
回
粕
屋
町
商
工
花
火
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
華
や
か
な

「
ゆ
か
た
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
始
ま
り
、

続
い
て
県
立
福
岡
魁
誠
高
校
の
吹
奏

楽
部
の
皆
さ
ん
が
浴
衣
姿
で
演
奏
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
歌
謡
シ
ョ
ー
・
和
太
鼓
演
奏

が
あ
り
、
最
後
に
Y
O
S
A
K
O
I

の
演
舞
が
披
露
さ
れ
た
後
、
午
後
８

時
よ
り
待
望
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

３,
０
０
０
発
の
花
火
と
11
基
の
仕

　

７
月
18
日
（
土
）、
駕
与
丁
公
園
で

「
第
８
回
粕
屋
町
商
工
花
火
大
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
華
や
か
な

「
ゆ
か
た
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
始
ま
り
、

続
い
て
県
立
福
岡
魁
誠
高
校
の
吹
奏

楽
部
の
皆
さ
ん
が
浴
衣
姿
で
演
奏
さ

れ
ま
し
た
。

　

次
に
歌
謡
シ
ョ
ー
・
和
太
鼓
演
奏

が
あ
り
、
最
後
に
Y
O
S
A
K
O
I

の
演
舞
が
披
露
さ
れ
た
後
、
午
後
８

時
よ
り
待
望
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

３,
０
０
０
発
の
花
火
と
11
基
の
仕

掛
け
花
火
が
上
が
る
と
、
大
勢
の
見

物
客
は
、「
う
わ
ー
き
れ
い
、
大
き

い
」
な
ど
と
大
き
な
歓
声
を
上
げ
、

花
火
を
カ
メ
ラ
付
き
携
帯
電
話
に
納

め
て
い
る
人
の
姿
も
あ
り
ま
し
た
。

「ゆかたコンテスト」の様子「ゆかたコンテスト」の様子「ゆかたコンテスト」の様子

　

７
月
12
日
（
日
）、
青
少
年
の
健

全
育
成
を
め
ざ
す
町
民
の
会
・
人

権
問
題
を
啓
発
す
る
人
権
教
育
審

議
会
・
社
会
を
明
る
く
す
る
保
護

司
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
連
携
・
協

力
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
三
本

大
会
」
が
、
今
年
も
「
サ
ン
レ
イ
ク

か
す
や
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
ま
ず
三
つ
の
会
の

事
業
報
告
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
、

「
た
っ
た
一
つ
の
命
だ
か
ら
」
の
演

題
で
、
ワ
ン
ラ
イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
る
ス
ラ
イ
ド
と
歌
を
交
え

た
詩
の
朗
読
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　

筑
後
市
を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る
「
ワ
ン
ラ
イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
骨
肉
腫
で
右
腕
を
切
断
し
た

あ
と
も
、
前
向
き
に
闘
病
生
活
を

続
け
て
い
た
横
浜
市
の
西
尾
譽
佳

さ
ん
と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
で

誕
生
し
ま
し
た
。
譽
佳
さ
ん
が
左

腕
で
書
い
た
「
た
っ
た
一
つ
の
命

だ
か
ら
」
に
続
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

集
め
る
活
動
を
、
筑
後
地
方
の
主

婦
と
高
校
生
が
中
心
に
な
っ
て
進

め
、
命
の
大
切
さ
を
訴
え
続
け
て

い
ま
す
。

　

こ
の
朗
読
会
で
は
、「
た
っ
た
一

つ
の
命
だ
か
ら
」
に
続
く
21
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
歌
が
披
露
さ
れ
、
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
心
に
し
み
わ

た
り
、
改
め
て
命
の
大
切
さ
を
見

直
す
有
意
義
な
大
会
に
な
り
ま
し

た
。
直
す
有
意
義
な
大
会
に
な
り
ま
し

た
。

大
会
」
が
、
今
年
も
「
サ
ン
レ
イ
ク

か
す
や
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
ま
ず
三
つ
の
会
の

事
業
報
告
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
、

加た直た

え
い
か

え
い
か

住みよい
まちづくりのための

住みよい
まちづくりのための

住みよい
まちづくりのための

三本大会
を開催
三本大会
を開催
三本大会
を開催

第
8
回
粕
屋
町

第
8
回
粕
屋
町

商
工
花
火
大
会

商
工
花
火
大
会

　
　
　
　

開
催

　
　
　
　

開
催

第
8
回
粕
屋
町

商
工
花
火
大
会

　
　
　
　

開
催

第
8
回
粕
屋
町

商
工
花
火
大
会

　
　
　
　

開
催

第
8
回
粕
屋
町

第
8
回
粕
屋
町

商
工
花
火
大
会

商
工
花
火
大
会

　
　
　
　

開
催

　
　
　
　

開
催

第
8
回
粕
屋
町

商
工
花
火
大
会

　
　
　
　

開
催

第
8
回
粕
屋
町

商
工
花
火
大
会

　
　
　
　

開
催
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国民年金の独自給付
第１号被保険者には
次のような独自給付があります。

●問い合わせ　年金ダイヤル・・・・・・・・・☎０５７０－０５－１１６５
　　　　　　　東福岡社会保険事務所・・・・・☎６５１－７１２９
　　　　　　　粕屋町国保健康課年金係・・・・☎９３８－２３１１　内線４４３・４４４

　毎月４００円の付加保険料を納めると、
将来の年金額に付加年金が加算されます。

■付加年金額（年額）
　２００円×付加保険料納付月数

■受給額（年額）
　夫が受けられたであろう老齢基礎
　年金※の３／４の額
※第１号被保険者の期間に相当する老齢基礎
　年金の額

　第１号被保険者としての保険料納付済期
間と保険料免除期間を合わせて２５年以上
ある夫が亡くなったとき、夫に生計を維持さ
れていた妻（婚姻関係１０年以上）に６０歳
から６５歳になるまで支給されます。

　第１号被保険者としての保険料を３年以上
納めた人（半額免除期間の1/2に相当する期
間も算入される）が、何の年金も受けずに
亡くなったとき、生計を同じくしていた遺族
に支給されます。ただし、その遺族が遺族
基礎年金を受けられるときは支給されませ
ん。また、死亡一時金と寡婦年金が受けら
れる場合は、選択によりその一つが支給さ
れます。

■受給額
第１号被保険者として
保険料を納めた期間

３年以上１５年未満

１５年以上２０年未満

２０年以上２５年未満

２５年以上３０年未満

３０年以上３５年未満

３５年以上

死亡一時金の額

１２０，０００円

１４５，０００円

１７０，０００円

２２０，０００円

２７０，０００円

３２０，０００円

ワ ン ポ イ ン ト
国民年金基金に加入している人は、付加保険料を納めることはできません。

ワ ン ポ イ ン ト
夫が障害基礎年金を受けたことがあるとき、又は老齢基礎年金を受けていたときは支給されません。

ワ ン ポ イ ン ト
付加保険料を３年以上納めている場合は、８，５００円が加算されます。

付加年金付加年金付加年金付加年金付加年金付加年金

寡婦年金寡婦年金寡婦年金寡婦年金寡婦年金寡婦年金

死亡一時金死亡一時金死亡一時金死亡一時金死亡一時金死亡一時金
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《
み
ん
な
で
創
ろ
う

  
ゆ
と
り 

い
き
い
き 

ふ
れ
あ
い 

か
す
や
》

〜
ぬ
く
も
り
を
つ
な
ぐ
た
め
に
〜

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
手
助

け
の
交
換
活
動
で
す
。
困
っ
て
い

た
と
き
助
け
て
も
ら
っ
て
う
れ
し

か
っ
た
、
だ
か
ら
今
度
は
手
助
け

し
て
あ
げ
た
い
。
そ
の
気
持
ち
が

人
の
輪
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
き
、

ホ
ッ
と
で
き
る
地
域
に
な
り
ま
す
。

　

少
し
の
迷
惑
は
い
と
わ
ず
に
引

き
受
け
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
人

の
ぬ
く
も
り
と
い
う
も
の
で
す
。

あ
な
た
の
心
の
ぬ
く
も
り
を
お
す

そ
分
け
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
。

〜
主
役
は
皆
さ
ん
〜

　

社
会
教
育
の
活
動
は
、
皆
さ
ん

一
人
一
人
が
そ
の
気
に
な
っ
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い

も
の
で
す
。
住
み
よ
い
地
域
に
す

る
た
め
に
は
、
そ
こ
に
住
ん
で
い

る
人
が
住
み
良
く
し
よ
う
と
思
わ

な
け
れ
ば
実
現
で
き
ま
せ
ん
。
ど

う
す
れ
ば
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
か
、

そ
れ
を
願
っ
て
実
践
で
き
る
主
役

は
皆
さ
ん
方
な
の
で
す
。

　

生
涯
学
習
は
、
だ
れ
も
が
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
さ
ら
勉
強
な
ん
て
と
思
わ
れ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
学
習
と
は

他
人
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
て
、
自
分
か
ら
学
ぼ
う

と
決
め
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で
直

面
す
る
の
は
、
何
を
学
ぼ
う
か
と

い
う
選
択
で
し
ょ
う
。

　

粕
屋
町
で
は
、
い
ろ
ん
な
学
び

の
道
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
、
新
し
い
学
び
の
道
を
創
生

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
の
お
手
伝
い
を
す
る
支
援
体
制

も
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
待
っ
て

い
て
は
何
も
始
ま
り
ま
せ
ん
。

　
「
は
じ
め
よ
う
」、
そ
の
声
を
発

す
る
の
は
皆
さ
ん
方
で
す
。
あ
な

た
の
す
ぐ
そ
ば
に
、
あ
な
た
の
声

を
聞
い
て
く
れ
る
方
が
い
る
、
あ

な
た
の
住
ん
で
い
る
粕
屋
町
は
そ

ん
な
町
で
す
。

〜
忙
中
閑
あ
り
〜

　

忙
中
の
閑
を
豊
か
な
ゆ
と
り
に

変
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
【
社
会
教
育
委
員
の
会
】

　
●
日
時　

11
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

　
　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

■「
か
す
や
子
ど
も
の
日
」
の
式
典

で
腕
前
披
露
し
ま
せ
ん
か
。　

　

制
定
２
年
目
の
「
か
す
や
子
ど
も

の
日
」
の
式
典
を
、
11
月
14
日
（
土
）

に
開
催
す
る
に
あ
た
り
、
式
典
の
中

で
ス
テ
ー
ジ
発
表
し
て
い
た
だ
け
る

グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。
出
演
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
左
記
要
領
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
「
か
す
や
子
ど
も
の
日
」
に
ふ
さ

わ
し
い
内
容
で
あ
れ
ば
応
募
で
き
ま

す
。（
合
唱
、
楽
器
演
奏
、
ダ
ン
ス
な

ど
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
）

●
応
募
資
格　

町
内
で
活
動
す
る
子

　

ど
も
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ

●
募
集
組
数　

２
〜
３
組
（
ス
テ
ー

　

ジ
発
表
は
、
11
時
ご
ろ
か
ら
の
予

　

定
）

●
出
演
時
間　

10
分
以
内
（
入
退
場

　

含
む
）

●
申
込
方
法　

電
話
受
付

●
締
切
り　

９
月
末

■
缶
バ
ッ
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し

ま
す
。

　

子
ど
も
の
日
の
開
催
を
記
念
し
、

缶
バ
ッ
ジ
を
作
成
し
ま
す
。

　

完
成
し
た
缶
バ
ッ
ジ
は
、
式
典
の

来
場
者
全
員
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

興
味
が
あ
る
方
は
、
左
記
に
よ
り
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
用
件
 
「
か
す
や
子
ど
も
の 

　

日
」
の
趣
旨
に
沿
っ
た
も
の

●
大
き
さ
 
直
径
３
．５
cm

●
提
出
方
法
 
紙
又
は
パ
ソ
コ
ン
デ

ー
タ
（
ま
ず
は
電
話
に
て
ご
連
絡

く
だ
さ
い
）

●
締
切
り
 
９
月
末

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 
粕
屋
町

　

子
育
て
支
援
課
（
粕
屋
町
健
康
セ

　

ン
タ
ー
内
）☎（
９
３
８
）
２
３
１

　

１　

内
線
５
２
３
・
５
２
９

11
月
の

第
２
土
曜
日
（
14
日
）
は

「
か
す
や
子
ど
も
の
日
」

「
か
す
や
子
ど
も
の
日
」

「
か
す
や
子
ど
も
の
日
」

☆昨年の缶バッジ☆昨年の缶バッジ☆昨年の缶バッジ

※
同
日
開
催

　

第
7
回
こ
ど
も

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

　
（
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
）

昨年度は「粕屋こどもコーラス隊」の皆さん
　が、すばらしい歌声を聞かせてくれました。

・
子
ど
も
を
慈
し
み

  

は
ぐ
く
む
輪
を
広
げ
よ
う  

・
子
ど
も
に
つ
い
て
一
人

 

一
人
が
考
え
る
日
に
し
よ
う



　100％果汁だからといって糖分が入っていない
わけではありません。お宅の冷蔵庫の中はいかが
でしょうか。甘い飲み物が入っていませんか。甘
味飲料は、毎日飲むのではなく、普段の飲み物は
お茶や水へ替えてみませんか。
　暑いからといって、甘味飲料を飲みすぎるとか
えってのどが渇き、また飲むといった悪循環にお
ちいることもあります。だらだら飲まず、意識し
て飲むようにしましょう。

●問い合わせ　粕屋町国保健康課（粕屋町健康セ
　　　　　　 ンター内）　☎（９３８）２３１１
　　　　　　　 内線５２５

　甘味飲料チームです。私たちは、甘い飲み物
（ジュースやスポーツ飲料、砂糖入コーヒーなど）
に含まれる糖分をとりすぎないよう呼びかけして
いるチームです。一般的に、糖分というと虫歯を
連想される方が多いと思いますが、糖分はとりす
ぎると余分なエネルギー源となり肥満のもととな
ります。

100mlあたりの砂糖の量

社会保険の方もがん検診を申し込みできます

社会保険の方もがん検診を申し込みできます

社会保険の方もがん検診を申し込みできます

社会保険の方もがん検診を申し込みできます

社会保険の方もがん検診を申し込みできます

社会保険の方もがん検診を申し込みできます

社会保険の方もがん検診を申し込みできます

社会保険の方もがん検診を申し込みできます

　

【各種がん検診】　健康センター実施分
●内容・対象者　胃がん、肺がん、大腸がん（40歳以上）、前立腺がん

　　　　（50歳～80歳男性）、結核レントゲン検査（65歳以上）、

　　　　肝炎ウイルス（40歳のみ、今まで検査を受けたことのない方）

●検診日　９月28日（月）・29日（火）

　　　　　（９月検診分は、直接健康センターにお申し込ください。）

　　　　　11月４日（水）・５日（木）・６日（金）

●内容・対象者　子宮がん（20歳以上、今年度偶数年齢の女性）、乳がん

　（40歳以上、今年度偶数年齢の女性）、骨量測定（40歳～70歳 5歳刻み節目）

●健診日　11月９日（月）・10日（火）

＊がん検診は、健康保険の種類にかかわらず受診できます（町民の方が対象）。ただし、職場など

でがん検診の受診機会のある方やすでに治療中の方は受診の必要はありません。

〈申込み方法〉

　

　

〈自己負担〉

　胃がん：400円、肺がん：100円、大腸がん：200円、前立腺がん：200円、

　結核レントゲン：無料、子宮がん：300円、乳がん：500円、骨量測定：200円、

　肝炎ウイルス：200円

　＊医療機関でがん検診を申し込まれた方は、健康センターでのがん検診は受けられません。

●問い合わせ　粕屋町国保健康課健康推進係（粕屋町健康センター内）
　　　　　　　☎（９３８）２３１１　内線５２５・５２６

7

健診予約
ダイヤル 電話受付時間：平日午前9時～午後5時

９３８ー２４２１
検診を受けるには電話予約が必要です。受付初日は混雑が予想されますが
ご了承ください。（なお、健康センターにお電話されても予約はできません。）

　☆希望の方は健診予約ダイヤルに期間内に電話申し込みしてください。

　電話申込み期間：10月５日(月)～７日（水）（各種検診日の人員が定員になりしだい終了）
　予約された方には、検診日の1週間前までに受診ハガキを送付します。

●スポーツ飲料・・・・・・・・・・・・・・約７g
●コーヒー牛乳・・・・・・・・・・・・・約10ｇ
●のむヨーグルト・・・・・・・・・・・・約10ｇ
●果汁飲料（100%）・・・・・・・・・・約12ｇ
●乳酸菌飲料・・・・・・・・・・・・・・・約18g　　　

食生活を見直しま
しょう
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　現在のテレビ放送（地上アナログ放送）は、2年
後の平成23年7月24日までに終了して地上デジ
タル放送に移行します。地上デジタル放送に移行す
ると、これまでのアナログテレビではテレビ放送を
見ることができなくなります。
　総務省では、地上デジタル放送を楽しむために

無料の説明会や戸別訪問を予定していま
すのでお知らせします。詳しくは、説明実
施1～2週間前に全世帯に案内チラシが
配布されますので、ご参照願います。

テレビについて 大切なお知らせです
地上デジタル放送 受信説明会と戸別訪問を実施します。

※ご高齢の方や障がいをお持ちで、説明会会場への来場が困難な方は、
　戸別訪問を計画しています。詳しくは、案内チラシをご覧ください。

午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後
午前
午後

柚須区

上大隈区、江辻区、戸原区
大隈区、長者原上区、長者原中区、酒殿区
長者原下区、内橋一区
内橋二区、内橋三区
朝日区、長戸区
多の津区、サンライフ区
甲仲原区
駕輿丁区、花ヶ浦区
乙仲原東区、乙仲原西区
若宮区、原町区
阿恵区

実施予定日 実 施 地 区

9月11日（金）

9月14日（月）

9月15日（火）

9月16日（水）

9月17日（木）

9月18日（金）

9月19日（土）

※午後7時30分～午後8時30分まで

●日時  9月11日（金）～9月19日（土） 【午前は10時～11時まで、午後は2時～3時まで】
●会場　各区公民館

【地上デジタル放送全般に関する問い合わせ】

【説明会に関する問い合わせ】

総務省地上デジタルテレビジョン
　　　　　　　　　放送受信相談センター
☎0570-07-0101（平日9：00～21：00
　　　　　　　土・日・休日9：00～18：00）

総務省 福岡県テレビ受信者支援センター
　　　　　　　　　　　　　　　（デジサポ）
☎534-7411（平日9：00～18：00）

粕屋町　説明会開催予定

地デジ詐欺にご注意ください
問い合わせ

　テレビの地デジ対応やアンテナ交換などを口実に料
金を請求したり、総務省やテレビ局などの関係機関の職
員をかたり、手数料などを架空請求する悪質な事例が発
生しています。
　地デジ対応で、総務省やテレビ局、その他関係機関が
お金を請求することは一切ありません。このような請求
を受けた時は、すぐに支払わず、総
合通信局（総務省出先機関）、お近
くの警察又は消費生活センターに
ご相談ください。

　

コ
ミ
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ニ
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全
な
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図
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を
目
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た
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」

は
、
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、
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、
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胴
太
鼓
、
締
太
鼓
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を
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入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
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※電話番号を確認の上、お掛け
　ください。教室案内教室案内

お知らせお知らせ

粕屋町総合体育館（かすやドーム）
　粕屋町駕与丁3-2-1　☎９３９－５１３０

★ホームページ（教室案内・お知らせなども…）

 http://www.kasuyadome－sc.jp/h
　　　　　　　　　　 携帯からもアクセス可

軽体操室での教室受講には、トレーニング修了証が必要となります

　　■体育館　平日　　　　１０：００～２２：００
　　　　　　　土・日・祝　　９：００～２１：００
　　　　　　　(施設予約受付時間は閉館30分前まで）
　　■プール　平日　　　　１０：００～２１：３０
　　　　　　　土・日・祝　１０：００～２０：３０
　＊毎週月曜日（祝日除く）は休館日となります。祝日の場合の教室は全てお休みとなります。

営
業
時
間

　★9月より軽体操室レッスンの時間帯が変わります

　★8月休講だった体育館教室が再スタートです

・施設利用料＋200円
　●水中ウォーキング　火曜 13:00～（30分）
　●はじめての水泳　  金曜 13:00～（30分）
・施設利用料＋500円
　●種目別スイムレッスン　火曜 13:00～，20:20～（40分）
　●アクアビクス　　　　　 水曜 13:30～（40分）

　　 体育館（アリーナ）

・施設利用料のみ
　○みんなでピンポン　 水・木・金曜　14:00～（90分）
・施設利用料＋200円
　○みんなでテニス　 　　　　火曜　14:00～（90分）
　○ソフトバレーボール教室　 水曜　11:30～（90分）
　○バレーボール教室　 　　　木曜　13:00～（90分）

対象：大人
　　（高校生以上の方）

　　 プールアリーナ
対象：大人
　　（高校生以上の方）

http://www.kasuyadome－sc.jp/h
　　　　　　　  携帯からもアクセス可

各クラスの曜日や時間など
教室詳細は館内チラシやWEBで

○…休館日　その他は全て開館
▲…祝日　営業日（教室は休み）

日 月 火 水 木 金 土

7
14
21
28

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

1
8
15
22
29

3
10
17
24

2
9
16
23
30

★【初回のみの講習+トレーニング体験】
　受講後、修了証カードを発行します
　   平日　  土日祝
①11：00　11：00
②13：00　14：00
③15：00　17：00
④19：00
開始５分前までに体育館受付まで
体育館シューズ・ウェアが必要

★施設利用料 (2時間）
・体育館（当日2時間）及び
 トレーニング室
　300円　一般
　150円　高校生・65歳～
・プールアリーナ
　400円　一般
　300円　高校生
　200円　小・中学生・65歳～
　100円　幼児

トレーニング講習会 施設利用料

施設
利用料
＋200円

水泳帽が
必要

平成21年度 こどもスポーツ
100円スポーツ（100スポ）17：00～18：00
●スポーツの出会いの場  100円でいつからでも参加できます

ステージ制

● 火曜・・・女子限定（全学年）
　バドミントン・卓球

※月会費制　各種目：1,000円/月
● 火曜・・・バレーボール　　● 水曜・・・ハンドボール
● 木曜・・・フットサル（17：00～18：00）

※月会費制　週1回：1,000円/月　　週2回：1,500円/月
● 火曜・・・バレーボール、フットサル　 ● 水曜・・・ハンドボール
● 木曜・・・バレーボール　　● 金曜・・・ハンドボール

※月会費制　年会費必要
● 水・金曜・・・ハンドボール　2,000円/月
● 木曜・・・フットサル　1,500円/月

● 金曜・・・1年生限定（1年生のみ）
　運動会シリーズ（かけっこ・玉入れなど）

● 水曜・・・全学年（男女）クラス
　バドミントン・卓球

9月は以下のメニューで行います

小学生のためのこどもスポーツ  3つのステージでレベルに応じた運動
ができレベルアップする楽しさを学びます。

※参加に必要なもの…体育館シューズ・飲み物など

※木曜日はお休みです

９月からの軽体操教室スケジュール 対象：大人
（高校生以上の方）

★ストレッチ　　　　　　　　火曜14：50～、金曜14：50～
★ボールでリラックス　　　　水曜14：50～

★アクティブヨガ　　　　　　火曜20：20～
★リラクゼーションヨガ　　　水曜20：20～
★ピラティス入門　　　　　　木曜14：00～、土曜10：15～
★アクティブピラティス　　　金曜20：20～

フリープログラム（20分）フリープログラム（20分）フリープログラム（20分）

レギュラープログラム（60分）レギュラープログラム（60分）レギュラープログラム（60分）

★のびのび体操　　　　　　　水曜10：30～
★ウォーキング体操　　　　　木曜10：30～
★イスで体操　　　　　　　　金曜11：30～
※65歳未満の方は施設利用料＋200円にて受講

シルバープログラム（40分）シルバープログラム（40分）シルバープログラム（40分）

注：軽体操室でのフリープログラム・ショートプログラム・レギュラープログラムなどの
教室受講には、トレーニング終了証（初回講習会の受講）が必要です。

★はじめてのエアロ　　　　　火曜11：50～
★ウォーキングエアロ　　　　火曜14：00～・19：30～
　　　　　　　　　　　　　　金曜14：00～、土曜13：00～
★アクティブエアロ　　　　　水曜19：30～、土曜14：00～
★はじめてのヨガ　　　　　　火曜13：00～、水曜11：20～
★おめざめヨガ　　　　　　　日曜10：00～
★バランスボール　　　　　　水曜14：00～、木曜11：20～
★シェイプアップボール　　　金曜19：30～
★シェイプアップチューブ　　木曜13：00～
★シェイプアップサーキット　金曜13：00～
★ボクササイズ　　　　　　　木曜19：30～、土曜11：30～
★ダンスエクササイズ　　　　土曜18：15～

ショートプログラム（40分）ショートプログラム（40分）ショートプログラム（40分）

施設利用料のみ

施設利用料＋200円

施設利用料＋500円

65歳以上の方は施設利用料のみ

●ステージ1　はじめの1歩　　16：30～17：30

●ステージ2　もう少し知る　　17：30～19：00

●ステージ3　自己表現する　　18：00～20：00
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■開館時間　　　9：00～22：00
■予約受付時間　9：00～21：00

■ホームページアドレス
　http://www.town.kasuya.fukuoka.jp/shisetsu/sun_top.html

このページに関する問い合わせは、☎931－3309『サンレイクかすや』まで

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

9月の催し物

9月19日（土)・20日（日）・21日（月・祝）
さくらホール

9月27日(日)　さくらホール

落語二人会
三遊亭 小遊三
三笑亭 夢之助

※定員となりしだい、締切らせていただきます。

●使用料 ： 町内 ￥1,000/1時間　
　　　    　町外 ￥1,500/1時間
　　　　　 　※(1人2時間まで)

前売券￥2,000
当日券￥2,500

開場  13：30  開演  14：00

主催：粕屋町・粕屋町教育委員会

〈出演〉

全席
指定 ※未就学児のご入場はご遠慮ください。

好評発売中

スタインウェイを弾こう

10月の催し物
開催日 会場催 事 名

３
日
(土)

18
日
(日)

開催日 会場催 事 名

５
日
(土)

19
日
(土)

27
日
(日)

19
日
(土)

～

21
日
(月・祝)

31
日
(土)

～

1
日
(日)

同和・人権問題啓発
講演会

健康を守る婦人のつどい

スタインウェイを弾こう

落語二人会

受付  12：30　 開会  13：00
●問い合わせ
　部落解放同盟表粕屋地区協議会

☎938-4821

ハートフェスタ福岡
～この『まち』で自分らしく～
13：00～16：00 （受付12：00～）
平成21年度　
福岡県精神障害者家族交流事業
　　　 (福岡県委託事業)

受付  13：00　 開会  13：30

開場  13：30　 開演  14：00

19日(土)
20日(日)
21日(月・祝)

9:00～20:00

9:00～18:00

●問い合わせ　糟屋郡婦人会
☎939-2039

ヨーヨー大会
10：00～17：00　入場料￥500
●問い合わせ　yo-style九州
☎080-5339-5674

25
日
(日)

いすぽんピアノコンサート
開場  12：30　 開演  13：00

●問い合わせ　合屋
☎080-1492-7115

粕屋町文化祭

※催し物は変更及び追加することがあります。
　あらかじめご了承ください。

※ 　　・・・・・さくらホール

・・・・・多目的ホール

13:15～14:00

14:15～16:00

☆1部　障害者福祉施設紹介と利用者の声

☆2部　若き演奏家によるピアノ五重奏

当日は、障害者福祉施設の製品を展示即売しています。
　　たくさんの方のご来場をお待ちしております。

●主催　福岡県/(社)福岡県精神障害者福祉会連合会
●共催　粕屋町　
●後援　古賀市/宇美町/篠栗町/志免町/新宮町/須恵町/久山町
●問い合わせ　(社)福岡県精神障害者福祉会連合会
　　　☎406-0646　FAX406-0647　事務局長 阿部

入場
無料

平成21年度　福岡県精神障害者家族交流事業(福岡県委託事業)

10月3日(土) さくらホール

～この『まち』で自分らしく～

〈出演〉 K-Style MusicK-Style Music

サンレイクかすや窓口にて受付中
※定員になりしだい、締切りとさせていただきます。

日　程：10月2日～平成22年3月19日
　　　　　　　　　　　(隔週金曜日・全12回)
時　間：第一班 10:00～12:00　第二班 10：30～12：30
　　　 ※オーブン台の関係上、時間をずらして実施します。

定　員：12名程度

材料費・テキスト代：毎回800円～1,000円

場　所：サンレイクかすや 調理室

参加料：￥12,000(全12回分  初回一括・前納となります。)　

講　師：川野美香、松尾　 薫

　クリスマスやバレンタインに、手作りのケーキやお菓子で、
記念日の演出をしてみませんか。パンやケーキを気軽に楽しく
作れます。初めての方も安心してご参加ください。

受　　付  12：00～
あいさつ  13：00～
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10：00～18：00（火・水・木・土・日）
10：00～19：00（金曜日のみ）　

開館
時間

粕屋町立図書館　☎939－4646
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/
http://lib.town.kasuya.fukuoka.jp/mobile.html

問 い合わせ
HPアドレス
携帯版ＨＰアドレス

No.111

飯野和好講演会＆サイン会

休 館

休 館

 

休 館

日 火 水月 木 金 土

４

11

18

25

５

12

19

26

６

13

20

27

７

14

21

28

１

８

15

22

29

３

10

17

24

２

９

16

23

30

9 が つ

館内整理日

振替休館日

は、休館日です。

今月のおはなし会

●日時　9月12日（土）  午後2時～午後4時10分
●場所　粕屋フォーラム２階視聴覚室

「海と毒薬」

　実際に九州帝国大学医学部で起きた事件を
もとにした遠藤周作の同名小説を、社会派・
熊井啓監督が映画化。
　ベルリン国際映画祭銀熊賞（審査員特別賞）
をはじめキネマ旬報日本映画ベストテン第1
位、ほか国内の映画各賞に輝いた映画作品。

１９８６年/日本作品/１３０分
出　演　奥田瑛二、渡辺謙、田村高廣、
　　　　成田三樹夫、岸田今日子 ほか

☆あかちゃん向け
　　９月４日・18日（第１・第３金曜日）　午前11時～
☆ちいさい子向け
　　９月11日・25日（第２・第４金曜日）　午前11時～
　　　※夏場のみ2F視聴覚室で行っています
☆おおきい子向け
　　９月５日・１２日・１９日・２６日（毎週土曜日）　午前11時～
☆小学生向け
　　９月６日・２０日（第１・第３日曜日）　午後３時～
●場所　粕屋町立図書館１階　おはなしのへや

「おっと、痛快絵本の読み語りの旅でい！粕屋の宿」

ねぎぼうずのあさたろう その７
飯野和好／福音館書店

●日  時：9月13日（日）　●講演会：午後1時30分～午後3時
●サイン会：午後3時～（予定）
　※時間の都合上、当日先生の本をご購入された方に限ります。
●場 所：粕屋フォーラム2階　視聴覚室
●定 員：80名    対 象・3歳以上（90分のおはなしを聞ける方、要申込み。先着順）
　託児あり／定員15名・要申込み（6か月児～未就学児まで）
●申込み受付：8月25日（火）～電話申込み可　　　※詳しくは、図書館までお尋ねください。

●期間  9月9日（水）～9月23日（水・祝）
　　　　　   ※期間中14日・17日休館日
●時間  午前10時～午後5時
●場所  粕屋フォーラム2階　歴史資料展示室
●展示作品  「ねぎぼうずのあさたろう  その７」
　　　　　  「ふようどのふよこちゃん」
※入場は無料です。多数の方のご来場をお待ちしています。

●日時　10月8日・15日・22日
　　　　11月5日・12日・19日　(毎回木曜日)
　各日、午前10時30分～午後0時30分の全6回講座
　※全日程を受講できる方に限ります（定員30名）
●内容　「サンタさんがやってきたよ」の作品制作
●申込み受付期間　9月18日（金）～23日（水・祝）
　抽選により受講者を決定いたします
●抽選日　9月27日（日）
●材料費　 1,500円程度
●託児あり（1歳以上15名まで・要申込み）
　託児料 1,000円／ 6回で

●受付期間  ～９月27日（日）

ブックリサイクル開催日10月25日（日）

　ご家庭で不用な本を集めています。訪問回
収はいたしませんので、図書館カウンターま
でお持ちください。ご協力をお願いします。

ブックリサイクル用の本を集めています

◆第１０回布絵本講座 受講生募集◆



【図２】道を挟むようにあった一里塚
絵図年代不詳「筑前国郡絵図表糟屋郡・裏糟屋郡」

（福岡県立図書館所蔵）

【図１】絵図にある原町の一里塚の様子
絵図年代不詳「筑前国各郡国糟屋六」

（福岡県立図書館所蔵）
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や
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史
探
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か
す
や
歴
史
探
訪

【
第
十
八
話
】

　

前
回
は
旧
道
に
ま
つ
わ
る
話
で
し
た
が
、

今
回
は
街
道
に
ま
つ
わ
る
「
道
標
」
に
つ
い
て

探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

幻
の
一
里
塚

　

道
に
は
、
往
来
者
へ
分
か
る
よ
う
に
距
離

を
表
す
表
示
板
や
案
内
板
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
現
在
も
昔
も
同
じ
で
す
。
江
戸
時
代

の
慶
長
十
（
一
六
〇
五
）
年
、
幕
府
が
提
出
さ

せ
た
筑
前
国
の
国
絵
図
に
は
、
主
だ
っ
た
街

道
に
53
か
所
の
一
里
塚
が
確
認
で
き
、
慶
長

の
末
ご
ろ
ま
で
に
は
、
領
国
の
街
道
を
整
備

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

一
里
塚
は
、
国

境
又
は
次
の
町
や

村
ま
で
の
距
離
を

表
す
起
点
と
な
っ

て
お
り
、
篠
栗
街

道
で
も
飯
塚
に
至

る
ま
で
に
５
か
所

の
塚
が
置
か
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　

町
内
で
は
、
前
回
紹
介
し
た
旧
道
沿
い
に

作
ら
れ
た
町
並
み
を
過
ぎ
た
あ
た
り
に
図
１

の
よ
う
な
一
里
塚
の
表
示
が
あ
り
、
現
在
の

県
道
607
号
線
原
町
交
差
点
か
ら
原
町
駅
前
交

差
点
の
間
の
旧
道
部
分
に
設
置
さ
れ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
図
１
の
表
示
や
図

２
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
一
里
塚
は
道
の
両

側
で
一
対
を
な
す
よ
う
に
小
高
い
塚
が
築
か

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
篠
栗
街
道

に
置
か
れ
た
一
里
塚
は
残
念
な
が
ら
一
部
を
除

い
て
、
そ
の
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

た
た
ず
む
道
標

　

少
し
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
内
橋
か
ら
大

隈
へ
通
る
町
道
の
西
鉄
「
大
隈
バ
ス
停
」
の
傍

ら
に
あ
る
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず
む
道
標
を
見

ら
れ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
花
こ
う

岩
製
で
高
さ
が
約
102
㎝
ほ
ど
の
細
長
い
標
柱

で
す
。
こ
の
標
柱
に
は
東
西
南
北
に
向
く
四

面
に
そ
の
方
向
に
あ
る
地
名
と
距
離
が
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
こ
こ
に

建
て
ら
れ
た
の
か
、
ま
た
、
い
つ
ご
ろ
建
て

ら
れ
た
も
の
な
の
か
も
調
査
し
ま
し
た
が
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
表
記
の
仕
方
か
ら
見
れ
ば
、

以
前
は
必
ず
人
の
目
に
付
く
「
道
の
辻
」
な

ど
に
置
か
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
内
容
を

検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
大
隈
区
か
ら
換
算
す
る
各
地

域
の
距
離
が
大
幅
に
合
わ
な
い
も
の
が
見
ら

れ
ま
す
。
と
く
に
、
久
原
（
久
山
町
）
や
箱
崎

（
福
岡
市
）
な
ど
、
近
い
場
所
で
あ
る
距
離
が

ず
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
こ
の
標
柱
自
体
が
当
初
の
場
所

か
ら
か
な
り
動
い
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

表
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
標
柱
が
実
は
原
町
付
近
に

設
置
さ
れ
た
一
里
塚
の
名
残
り
を
示
す
も
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

年
代
な
ど
が
定
か
で
は
な
い
た
め
、
推
測

の
域
を
で
ま
せ
ん
が
、
標
柱
に
刻
ま
れ
て
い

街
道
と
町（
後
編
）

る
距
離
や
街
道
筋
で
町
立
て
を
行
っ
た
原
町

の
歴
史
を
振
り
返
り
一
計
を
案
じ
て
み
ま
し

た
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
町
内
に
は
謎
を
秘
め

た
道
標
が
た
く
さ
ん
眠
っ
て
い
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
探
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。

（
今
回
記
事
に
し
ま
し
た
大
隈
バ
ス
停
の
標
柱
や
町
内
に
残
る
標

柱
に
つ
い
て
、
詳
し
い
方
が
お
い
で
に
な
り
ま
し
た
ら
、
ご
教
示

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。）

【
参
考
文
献
】

　

筑
前
国
続
風
土
記
／
筑
前
国
続
風
土
記
拾

　

遺
／
物
語
福
岡
藩
史
／
福
岡
県
史
通
史
編

福

　

岡
藩
（
一
）
／
ア
ク
ロ
ス
福
岡
文
化
誌
１
街
道
と
宿

　

場
町

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
立
歴
史
資
料
館

　

☎(

９
３
９)

２
９
８
４　

文
責　

新
宅

み
ち
し
る
べ

12
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● ● 

9月の行事予定

ピラティス（第3の呼吸法）の講習受講 18名

婦人学級
7月3日(金)・17日(金) 10：15～ かすやドーム

　福岡県金融広報アドバイザーの黒川尚子氏か
ら「消費者問題～消費者トラブルの現状と対策
～」について
の講演を聴き、
断る勇気とク
ーリング・オ
フを利用する
ことを学習し
ました。
（59名参加）

消費者学級（くらしの学級）
7月9日(木) 13：30～ サンレイクかすや

人権問題啓発強調月間大会ほか（三本大会）
7月12日(日) 13：30～ サンレイクかすや

歴
代
団
長
会

　

７
月
11
日
（
土
）、
歴
代
団
長
会
を

行
い
ま
し
た
。
こ
の
会
に
、
例
年
よ

り
多
く
の
先
輩
方
が
集
ま
っ
て
く
だ

さ
り
、
こ
れ
ま
で
の
青
年
団
活
動
の

こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
の
青
年
団
を
ど

う
盛
り
上
げ
て
い
く
か
な
ど
熱
く
語

り
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
め
っ

た
に
顔
を
合
わ
す
こ
と
の
な
い
先
輩

方
と
の
一
年
に
一
度
だ
け
の
会
な
の

で
、
と
て
も
貴
重
で
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参

加
い
た
だ
い
た
先
輩
方
に
は
心
よ
り

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

婦人会より 30名参加

商工花火大会後清掃
7月19日(日) 7：00～ 駕与丁公園

婦人会より 25名参加

ねこやなぎ編集会議
7月28日(火) 10：00～ サンレイクかすや

福岡県 日赤献血推進大会
7月23日(木) 13：30～ 朝倉市総合市民センター

3役出席

あいさつ運動
7月15日(水) 7：50～ 各小中学校

3日（木）

4日（金）・18日（金）

15日（火）

消費者学級（屋外研修）
しゃぼん玉工場視察　北九州市

婦人学級
ウォーキングエアロ
10：15～　かすやドーム
あいさつ運動
7：50～　各小中学校

にこにこ笑顔でごあいさつ

　おはようございます
粕屋地区交通安全街頭啓発運動大会
7月10日(金) 13：30～ 古賀市中央公民館

婦人会より 8名参加

　

７
月
19
日
（
日
）、
大
隈
区
恒
例
の

夏
越
し
が
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
た
く
さ
ん
の

演
芸
が
あ
り
、
そ
の
中
で
も
、
青
年

団
は
桜
舞
連
の
力
を
借
り
て
よ
さ
こ

い
を
披
露
し
ま
し
た
。
ま
た
、
青
年

団
が
販
売
し
た
か
き
氷
や
ジ
ュ
ー
ス

は
大
繁
盛
で
、
に
ぎ
や
か
に
夏
の
夜

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
恒
例
の
盆
踊
り
の
準
備
に

各
支
部
と
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

大
隈
夏
越
し
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No.105

大
川
保
育
所
の

お
誕
生
日
会
に
参
加
し
て

　

７
月
25
日
（
土
）、
夏
祭
り
の

手
伝
い
の
要
請
が
あ
り
、
ボ
ラ
連

よ
り
５
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
に

入
所
し
て
お
ら
れ
る
方
々
の
付
添

い
を
依
頼
さ
れ
、
夏
祭
り
会
場
へ

誘
導
、
大
半
の
人
は
車
椅
子
の
必

要
な
人
が
多
い
よ
う
で
し
た
。

　

会
場
は
、
す
で
に
夏
祭
り
の
雰

囲
気
で
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

式
典
の
後
、
地
域
の
方
々
の
多
彩

な
舞
台
発
表
が
あ
り
心
打
た
れ
る

も
の
も
あ
っ
た
様
子
で
、
入
所
者

の
皆
さ
ま
も
一
生
懸
命
、
手
を
た

た
い
た
り
一
緒
に
口
ず
さ
ん
だ
り

し
て
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

外
に
は
屋
台
も
設
け
ら
れ
て
い

て
、
そ
れ
な
り
の
楽
し
さ
も
あ
っ

た
よ
う
で
し
た
。

　

短
い
時
間
の
手
伝
い
で
し
た
が

少
し
で
も
役
に
立
て
た
か
な
と
思

い
な
が
ら
午
後
８
時
40
分
ご
ろ
帰

路
に
着
き
ま
し
た
。

緑
の
里
夏
祭
り
に

参
加
し
て

　

ま
た
も
外
は
雨

　
　
　
　
　
　
　

友
愛
訪
問
の
会

　

７
月
7
日
（
火
）、
大
川
保
育
所

の
お
誕
生
会
に
依
頼
が
あ
り
、
会

員
６
名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
６
月
・
７
月
生
ま
れ

の
子
ど
も
た
ち
の
お
誕
生
日
会
と

七
夕
会
を
兼
ね
て
い
る
と
の
こ
と
。

２
つ
の
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
小
さ

い
子
ど
も
た
ち
が
退
屈
し
な
い
よ

う
な
出
し
物
を
選
び
、
七
夕
の
わ

か
り
や
す
い
お
話
に
変
え
て
準
備

し
ま
し
た
。

　

初
め
に
子
ど
も
た
ち
も
よ
く
知

っ
て
い
る
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」
で
は
、

登
場
す
る
動
物
を
い
つ
も
と
変
え

て
い
た
の
で
、
子
ど
も
た
ち
は
身

を
の
り
だ
し
て
動
物
の
名
前
を
当

て
よ
う
と
夢
中
に
な
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
で
は
、
季
節

に
合
わ
せ
て
「
雨
」「
カ
エ
ル
」
を

演
じ
ま
し
た
。

　

最
後
の
人
形
劇
は
、
主
人
公
の

３
人
の
子
ど
も
た
ち
が
「
七
夕
っ

て
何
だ
ろ
う
」
と
考
え
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
、
七
夕
の
由
来
を
分
か

り
や
す
く
し
た
お
話
に
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
と
て
も
喜
ん
で

く
れ
た
よ
う
で
全
員
が
人
形
と
記

念
撮
影
を
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
や
先
生
方
と
一
緒

に
、
私
た
ち
も
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
っ
て
私
た
ち
の
心
の
い
や

し
か
な
？

　
　

か
ざ
ぐ
る
ま　

丸
高
真
由
美

※このコーナーについての問い合わせは、
YOSAKOI かすや祭り実行委員会事務局まで 
　　　　　　　　　　　　☎938－2311（内線 234） 担当：中山

URL  http://www5f.biglobe.ne.jp/̃k4351/ 　　携帯電話用掲示板　http://8319.teacup.com/k4351/bbs

○期日：10月10日（土）12:00～19:00

　　　　　　 11日（日）10:00～19:00

○メイン会場：かすやドーム メインアリーナ

○サブ会場：駕与丁公園 交流広場

○サテライト会場：イオンモール福岡ルクル 特設会場

　町内、町外あわせて68チームが参加予定です。プログラムは決

まりしだい、下記ホームページに掲載いたします。

よさこい踊りよさこい踊り
だけでなく、出店もだけでなく、出店も
多数あります。多数あります。

たくさんの方のご来場たくさんの方のご来場
お待ちしております。お待ちしております。

よさこい踊り
だけでなく、出店も
多数あります。

たくさんの方のご来場
お待ちしております。

★ボランティアスタッフを募集しています★★ボランティアスタッフを募集しています★★ボランティアスタッフを募集しています★★ボランティアスタッフを募集しています★
　当日の運営だけでなく、事前準備のお手伝いだけでもかまいま
せん。  随時受付していますので、興味がある方はご一報ください。
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部　

の　

紹　

介

金
丸
歌
謡
教
室

鷹
光
会

　
　

糟
屋
地
区
文
化
協
会
連
合
会
主
催

の
平
成
21
年
度
の
美
術
展
は
、
左
記

の
要
領
ほ
か
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

●
開
催
地　

篠
栗
町

●
会
場　

篠
栗
町
合
併
50
周
年
記
念

体
育
館

●
会
期　

11
月
18
日
（
水
）〜
24
日

（
火
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　

※

23
日
（
月
）
休
館

●
部
門　

①
日
本
画　

②
洋
画
・
デ

ザ
イ
ン　

③
陶
芸　

④
工
芸
・
彫

刻
（
押
し
花
・
人
形
・
ガ
ラ
ス
な

ど
） 

⑤
書　

⑥
写
真

●
出
品
資
格　

粕
屋
地
区
内
の
文
化

協
会
会
員
並
び
に
粕
屋
地
区
内
に

居
住
又
は
通
勤
・
通
学
さ
れ
て
あ

る
方

●
出
品
料　

１
点
に
つ
き
千
円

●
出
品
点
数　

各
部
門
共
１
人
１
点

●
開
催
要
項　

申
込
書
は
、
サ
ン
レ

イ
ク
か
す
や
窓
口
、
文
化
協
会
事

務
室
（
第
１
会
議
室
、
毎
週
火
・

金
曜
、
午
後
１
時
〜
午
後
４
時
）

に
準
備
し
て
い
ま
す
。

●
締
切
日　

10
月
９
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ　

本
郷
ま
で

　

☎（
９
３
８
）
５
８
０
１

　

７
月
19
日
（
日
）、
花
火
大
会
の

翌
日
、
朝
７
時
か
ら
例
年
の
よ
う
に

駕
与
丁
公
園
の
美
化
作
業
を
行
い
ま

し
た
。
役
員
・
理
事
・
代
表
者
・
希

望
者
の
約
50
名
が
約
半
周
の
区
域
で

空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
タ
バ
コ

の
吸
殻
な
ど
拾
っ
て
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

毎
年
に
ぎ
や
か
さ
を
増
し
て
い
る

駕
与
丁
公
園
の
花
火
大
会
。
翌
日
の

清
掃
作
業
が
、
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
で
午
前
８
時
ご
ろ
に
は
、

き
れ
い
な
公
園
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

粕屋町文化協会で企画されたコーナーです。

No.212

よさこい踊り練習日
サンレイク多目的ホール　午後7時～午後9時
●9月2日（水）・9日（水）・15日（火）・30日（水）
●10月6日（火）・8日（木）

平
成
21
年
度

「
第
37
回
糟
屋
地
区
美
術
展
」

 

作
品
募
集

駕
与
丁
公
園
美
化
作
業

文
化
協
会
講
師

浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト
審
査

　

昨
年
に
続
き
、
花
火
大
会
当
日
の

浴
衣
コ
ン
テ
ス
ト
を
舞
踊
の
講
師
が

審
査
委
員
を
務
め
ま
し
た
。

　

本
教
室
は
、
金
丸
先
生
を
迎
え
11

年
目
と
な
り
ま
し
た
。
先
生
は
、
厳

し
く
も
温
か
み
が
あ
り
、
い
つ
も
元

気
で
ほ
が
ら
か
に
、
み
ん
な
と
一
緒

に
大
声
で
歌
い
指
導
さ
れ
ま
す
。
曲

も
ラ
ブ
ソ
ン
グ
か
ら
演
歌
ま
で
幅
広

く
、
生
徒
全
員
若
返
り
気
分
で
の
び

の
び
と
楽
し
く
歌
っ
て
い
ま
す
。

　

練
習
会
場
は
、
仲
原
の
『
ゆ
う
ー

す
て
ー
じ
つ
う
』
で
、
親
睦
第
一
の

和
気
あ
い
あ
い
で
自
由
な
サ
ー
ク
ル

で
す
。

　

練
習
は
、
月
２
回
（
第
２
・
第
４

木
曜
日
）
で
午
前
11
時
30
分
か
ら
午

後
１
時
ま
で
で
す
。
い
つ
で
も
見
学

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

山
田
定
雄
☎（
６

２
１
）
７
７
１
４

　

観
世
流
シ
テ
方
梅
若
能
楽
師　

鷹

尾
祥
史
氏
に
師
事
さ
れ
て
い
る
安
河

内
先
生
は
、
わ
か
り
や
す
い
解
説
を

加
え
て
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

謡
曲
は
、
能
の
中
の
１
部
で
古
典

を
題
材
に
し
た
も
の
が
多
く
歴
史
の

勉
強
に
も
な
り
ま
す
。

　

結
婚
式
な
ど
で
披
露
さ
れ
る
の
は

小
謡
い
と
い
う
部
分
で
す
。

　

時
に
は
大
濠
能
楽
堂
な
ど
で
能
の

鑑
賞
も
し
て
い
ま
す
。

　

発
表
の
場
は
芸
術
祭
と
文
化
祭
で

す
が
、
今
年
は
宝
生
会
と
合
同
で
発

表
会
を
開
催
し
、
全
員
が
役
柄
に
な

り
き
っ
て
謡
い
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
員
は
７
人
で
新
規
加
入

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
講
師　

安
河
内
政
光
先
生

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
日
時　

第
１
・
第
３
・
第
４
金
曜

日　

午
後
８
時
か
ら

 

よ
う　

    

こ
う　
　

か
い

お　

よ
し
ひ
と

た
か
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　福岡県では、やむを得ない事情により飼えなくなった犬・猫の引取
りを行っていますが、引取りにより殺処分される犬・猫の数は全国で
最も多く、県ではペットを最後まで飼っていただくこと（終生飼養）を
強くお願いしています。
　今回、「ペットを飼う」ことについて、責任をもっと自覚していただ
くために、飼い主からの犬・猫の引取りを有料化します。

飼い犬・飼い猫の引
取りが

飼い犬・飼い猫の引
取りが

飼い犬・飼い猫の引
取りが

になりますになりますになります有料有料有料

●開始日　　　・１０月１日から
●引取手数料　・生後９１日未満の犬・猫　⇒１頭につき４００円
　　　　　　　・生後９１日以上の犬・猫　⇒１頭につき２,０００円
※引取りを依頼される場合は事前に粕屋保健福祉環境事務所にご
　連絡ください。手数料の納付・引取申請書の記入などが必要にな
　ります。
●問い合わせ　福岡県粕屋保健福祉環境事務所
　　　　　　　☎９３９－１７４４
※子犬の譲渡会も行っています。詳細は、下記へ問い合わせてください。
　(財)福岡県動物愛護センター　☎９４４－１２８１～２
　　　  （〒811-3135　古賀市小竹131-2）

福岡県における犬・猫処分数

犬

猫

計

4,066

10,693

14,759

【平成20年度統計】

全国ワースト全国ワースト全国ワースト

福
岡
県
粕
屋
保
健
福
祉

環
境
事
務
所
の

組
織
変
更
の
お
知
ら
せ

　

粕
屋
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の

「
環
境
課
」
の
業
務
（
公
害
、
浄
化
槽
、

廃
棄
物
、
自
然
公
園
、
温
泉
）
は
、

10
月
１
日
（
木
）
か
ら
「
宗
像
・
遠

賀
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
の
環
境

課
」
に
再
編
統
合
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
事
務
所
名
も
「
福
岡
県
粕

屋
保
健
福
祉
事
務
所
」
と
な
り
、
一

部
の
課
・
係
の
名
称
及
び
業
務
分
担

が
変
更
さ
れ
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
、
粕
屋
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
総

務
企
画
課
総
務
係
☎（
９
３
９
）
１

５
０
０
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

毎
年
９
月
20
日
か
ら
26
日

ま
で
の
１
週
間
は
「
動
物
愛
護

週
間
」
で
す
。
福
岡
県
で
は
週

間
行
事
と
し
て
、
10
月
11
日

（
日
）
に
太
宰
府
市
の
「
だ
ざ

い
ふ
遊
園
地
」
で
「
２
０
０
９

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
ふ

く
お
か
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
幼

稚
園
児
や
小
学
生
の
方
々
か
ら

募
集
し
た
ペ
ッ
ト
ス
ケ
ッ
チ
コ

ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
と
入
選

作
品
の
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
動
物
ク
イ
ズ
、

犬
の
し
つ
け
方
教
室
、
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
楽
し
い
雰
囲
気

の
中
で
「
動
物
は
命
あ
る
も

の
、
わ
れ
わ
れ
人
間
の
仲
間

で
あ
る
」
こ
と
を
再
認
識
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
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危
険
物
取
扱
者
の
資
格
は
、
一
定
数
量
以
上
の
危
険
物
を
貯
蔵
し
又
は
取

扱
う
工
場
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
、
石
油
貯
蔵
タ
ン
ク
、
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー

な
ど
の
施
設
で
危
険
物
を
取
扱
う
と
き
に
必
要
な
資
格
で
す
。

危
険
物
取
扱
者
試
験

●
日
時　

11
月
22
日
（
日
）
午
前
10
時

●
会
場　

福
岡
経
済
大
学

●
試
験
種
目　

全
種
類

●
受
付
期
間　

９
月
16
日
（
水
）〜
10
月
２
日
（
金
）

●
受
験
料　

甲
種
５
，０
０
０
円
・
乙
種
３
，４
０
０
円
・
丙
種
２
，７
０
０
円

●
願
書　

９
月
１
日
（
予
定
）
よ
り
粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部
、
南
部

　

消
防
署
、
中
部
消
防
署
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

●
受
験
願
書
の
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎（
２
８
２
）
２
４
２
１

試
験
準
備
講
習
会

●
日
時　

11
月
７
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

●
会
場　

粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部　

４
階
研
修
室

●
講
習
科
目　

乙
種
第
四
類

●
受
講
料　

一
般…

５
，４
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

　
　
　
　
　

防
災
協
会
会
員…

４
，９
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
込
み
）

●
受
付　

９
月
１
日
（
予
定
）
か
ら
。※

平
日
の
み
（
午
後
５
時
ま
で
）

　
　
　
　

粕
屋
南
部
消
防
組
合
消
防
本
部
予
防
課
危
険
物
係

　
　
　
　

☎（
９
３
５
）
６
３
８
９

　
　
　
　

　

平
成
18
年
に
相
次
い
で
発
生
し
た

竜
巻
に
よ
り
宮
崎
県
延
岡
市
で
３
名
、

北
海
道
佐
呂
間
町
で
９
名
の
犠
牲
者

が
出
る
な
ど
、
竜
巻
に
対
す
る
危
険

認
知
度
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

気
象
庁
で
は
半
日
か
ら
１
日
前
に

気
象
注
意
情
報
を
流
し
、
そ
の
後
竜

巻
発
生
の
可
能
性
が
高
く
な
れ
ば

「
竜
巻
注
意
報
」
を
発
表
し
ま
す
。

　

注
意
情
報
の
時
点
で
、
家
の
外
の

物
が
飛
ん
で
い
か
な
い
よ
う
に
片
付

け
る
、
駐
車
す
る
場
所
を
考
慮
す
る

な
ど
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
工
夫

が
必
要
で
す
。

《
避
難
と
被
害
防
止
》

　
　
　
　

　

窓
や
扉
を
完
全
に
閉
め
、
更
に

シ
ャ
ッ
タ
ー
や
雨
戸
も
閉
め
る
な
ど

し
た
上
で
、
建
物
の
地
下
や
１
階
に

移
動
し
、
壊
れ
や
す
い
部
屋
の
隅
か

ら
離
れ
て
で
き
る
だ
け
家
の
中
心
に

近
い
と
こ
ろ
で
、
机
な
ど
の
下
に
身

を
潜
め
る
。

　

周
り
の
飛
散
物
に
注
意
し
、
飛
散

し
や
す
い
車
庫
・
物
置
・
プ
レ
ハ
ブ

な
ど
の
周
囲
は
避
け
、
頑
丈
な
建
物

の
中
に
避
難
す
る
。

　

身
を
守
る
た
め
に
、
天
気
予
報
な

ど
に
よ
り
情
報
を
迅
速
に
入
手
し
て

対
応
し
た
い
も
の
で
す
。

　　

火
災
・
救
急
な
ど
の
災
害
情
報
案

内
は
、
電
話
（
テ
レ
ド
ー
ム 

☎
０
１

８
０
（
９
９
９
）
９
０
９
）
と
「
粕
屋

南
部
消
防
組
合
消
防
本
部
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

『
平
成
21
年
度　

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験
』
及
び

『
試
験
準
備
講
習
会
』
の
お
知
ら
せ

ご
存
じ
で
す
か
。『
竜
巻
注
意
情
報
』

屋
内
の
場
合

屋
外
の
場
合

災
害
情
報
な
ど
の
案
内

　

60
歳
以
上
の
皆
さ
ま
。
あ
な
た
の

豊
か
な
知
識
と
経
験
を
、
社
会
の
た

め
に
、
誰
か
の
た
め
に
活
か
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
加
入
し
ま
せ
ん
か
。

　

専
門
業
者
に
頼
む
ほ
ど
で
も
な
い

け
れ
ど
、
誰
か
に
手
伝
っ
て
欲
し
い

と
き
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
９
３
８
）
３
３
０
０
へ
。

●
主
な
仕
事

草
取
り
・
草
刈
り
、
植
木
せ
ん
定
・

消
毒
、
屋
外
・
屋
内
清
掃
、
家
事

の
手
伝
い
、
育
児
支
援
（
子
守
・

育
児
中
の
家
事
手
伝
い
）
な
ど
。

（
社
）
粕
屋
町
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ
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～安全安心、まちづくり粕屋町～

粕 屋 町 安 全 速 報

粕屋町総務課生活防災係　☎ (９３８)２３１１  内線２２５

　第 24回粕屋地区交通安全大会が、7月 10日（金）に「古賀市中央公民館」で開催されました。
　この大会は、住民の交通安全に対する関心と理解を深めて交通事故を防止するため、「交通事故のな
い安全安心粕屋地区」を目的として毎年開かれています。
　粕屋町からは
　　☆地域交通安全活動推進委員　社団法人福岡県自動車整備振興会粕屋支部
　の方が、福岡県粕屋警察署長、粕屋地区交通安全協会長連名表彰を受賞されました。

　交通事故の多くが交差点及び交差点付近での追突、出会い頭の事故です。
　地域住民の方たちやボランティア団体の方々と共に交通事故のない「安全安心のまちづくり」に取
り組み、また車を運転する方や歩行者の方々が、安全を確認するゆとりのある交通行動をして、事故
に遭わないよう、交通事故をおこさないようにしましょう。

●実施機関　9 月 21日（月・祝）～9月 30日（水）

●運動の基本　高齢者の交通事故防止

●重点項目　

秋 の 交 通 安 全 県 民 運 動

祝

● 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートを正しく着用しよう
● 夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗車中の交通事故を防止しよう
● 飲酒運転を撲滅しよう

　

精
神
障
が
い

が
あ
っ
て
も
、

地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
精

神
障
が
い
者
の

家
族
、
地
域
住

民
の
皆
さ
ま
と

の
き
ず
な
を
深
め
る
交
流
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
３
日
（
土
）
午
後
１

時
〜
午
後
４
時
（
受
付
正
午
〜
）

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
（
粕

屋
町
駕
与
丁
１
ー
６
ー
１
）

●
内
容　

精
神
障
害
者
家
族
会
及
び

施
設
の
活
動
紹
介
、
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
（
県
内
演
奏
家
「
K
ー
ス

タ
イ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
に
よ
る

ピ
ア
ノ
五
重
奏
）
な
ど

●
定
員　

５
６
０
人

●
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
団
体
で
の
申
込
み
・
介
護
が
必

要
な
場
合
は
左
記
事
務
局
ま
で
）

●
参
加
費　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

平
成
21
年
度
「
ハ
ー

ト
フ
ェ
ス
タ
福
岡
」
事
務
局

　
（
社
）
福
岡
県
精
神
障
害
者
福
祉
会

連
合
会
（
篠
栗
町
篠
栗
４
８
６
４
ー

３
）☎（
４
０
６
）
０
６
４
６

「
ハ
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
福
岡
」

　
　
　

開
催
の
お
知
ら
せ
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◎
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

☎(

９
３
８) 

２
４
５
６
「
粕
屋
町
商
工
会
」
ま
で

No.66

花
火
大
会
の
御
礼

経
営
な
ん
で
も
相
談
日
開
催

　

粕
屋
町
商
工
会
主
催
に
よ
る

「
第
８
回
粕
屋
町
商
工
花
火
大
会
」

を
７
月
18
日
（
土
）
駕
与
丁
公
園

で
開
催
し
、
盛
会
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
、
打
上

げ
花
火
三
千
発
と
仕
掛
け
花
火
・

夢
花
火
が
夏
の
夜
空
を
彩
り
、
イ

ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
ゆ
か
た
コ
ン

テ
ス
ト
を
は
じ
め
、
数
々
の
催
し

で
見
物
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。
ひ
と
え
に
、
町
並
び
に

警
察
、
多
数
の
関
係
者
及
び
協
賛

企
業
な
ど
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　

税
務
・
労
務
・
金
融
・
資
金
繰

り
な
ど
の
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

９
月
16
日
（
水
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所　

粕
屋
町
商
工
会

●
専
門
相
談
員　

税
理
士
ほ
か

　

※

相
談
は
無
料
で
す
。
相
談
の

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

●
予
約

　

粕
屋
町
商
工
会　

☎（
９
３
８
）

　

２
４
５
６

　経
営
革
新
セ
ミ
ナ
ー
開
催

　

こ
れ
か
ら
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
を

始
め
た
い
方
や
既
に
ネ
ッ
ト
シ
ョ

ッ
プ
を
開
設
し
て
い
る
が
思
う
よ

う
に
売
上
げ
が
伸
び
な
い
方
を
対

象
に
ネ
ッ
ト
販
売
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や

仕
組
み
作
り
、
宣
伝
方
法
な
ど
の

知
識
を
習
得
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
で
す
。

●
日
時   

11
月
８
日
（
日
）・
11

　

月
15
日
（
日
）

　
※

全
２
日
間　
（
十
時
間
）

●
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
受
講
料　

３
，
０
０
０
円

粕
屋
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
み
み
ヨ
リ
情
報
」
に
は

色
々
な
特
典
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

粕
屋
町
商
工
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
み
み
ヨ
リ
情
報
」
に
は
、
ク
ー

ポ
ン
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
気
に
入
り
の
ペ
ー
ジ
を
印
刷
し

て
ご
持
参
い
た
だ
け
れ
ば
、
色
々

な
特
典
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
た
だ
け

る
事
業
所
も
随
時
募
集
中
で
す
の

で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ
ア
ド
レ
ス

　

h
ttp
://w
w
w
.kasu

ya -

　

sh
o
ko
kai .o

r .jp
/

　

※

セ
ミ
ナ
ー
初
日
に
申
し
受
け

　

ま
す
。

●
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

●
申
込
締
切　

10
月
26
日
（
月
）

　

※

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
り

　

ま
す
。

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

久
山
町
商
工
会 

☎（
９
７
６
）

　

１
０
２
４

　

ふりがな

ふりがな

「粕屋町あいさつ運動」作品（作文・標語）募集「粕屋町あいさつ運動」作品（作文・標語）募集「粕屋町あいさつ運動」作品（作文・標語）募集
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集
中
豪
雨
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

７
月
24
日
（
金
）〜
26
日
（
日
）、

か
つ
て
な
い
豪
雨
に
襲
わ
れ
て
、

町
内
各
所
で
浸
水
な
ど
の
被
害
が

み
ら
れ
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ま
、

ご
家
族
や
ご
近
所
の
皆
さ
ま
ご
無

事
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か
。

■
７
月
定
例
理
事
会

７
月
７
日
（
火
）
午
前
10
時

　

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
平
成
20
年
度
会
員
増
５
％
以
上

の
単
位
ク
ラ
ブ
の
表
彰
（
８
ク

ラ
ブ
）

▽
第
一
回
高
齢
者
学
級
の
実
施
要

領
ほ
か

■
粕
屋
地
区
交
通
安
全
大
会

７
月
10
日
（
金
）
午
後
２
時

古
賀
市
中
央
公
民
館

　

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
一

環
と
し
て
、
粕
屋
警
察
署
主
催
で
、

粕
屋
地
区
交
通
安
全
大
会
が
開
催

さ
れ
、
粕
屋
町
老
ク
連
か
ら
後
藤

会
長
は
じ
め
、
多
数
の
役
員
が
出

席
し
ま
し
た
。
特
に
、
主
催
者
か

ら
最
近
高
齢
者
に
か
か
わ
る
事
故

（
被
害
者
又
は
、
事
故
を
起
こ
す

側
と
し
て
）
が
多
く
な
っ
て
い
る

た
め
、
更
な
る
事
故
防
止
・
安
全

確
保
に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
と

の
説
明
で
し
た
。

■
平
成
21
年
度
粕
屋
町
高
齢
者

　

学
級７

月
17
日
（
金
）
午
前
10
時

粕
屋
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
「
平
成
の
大
合
併
と
粕
屋
町
」
と

の
演
題
で
、
粕
屋
町
企
画
課
長
藤
野

敬
一
郎
様
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
粕
屋
六
町
合
併
」
の
経
過
説
明
・

地
方
自
治
体
の
状
況
・
今
後
の
方

向
な
ど
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
、
お
い
で
い
た
だ

い
た
篠
﨑
町
長
の
あ
い
さ
つ
ま
た

質
疑
応
答
の
な
か
で
、
合
併
に
対

す
る
町
長
さ
ん
の
お
考
え
を
直
接

伺
う
こ
と
も
出
来
ま
し
た
。（
ち
な

み
に
、
合
併
問
題
に
つ
い
て
は
、

粕
屋
町
議
会
・
６
月
定
例
会
で
も
、

取
り
上
げ
ら
れ
た
も
よ
う
で
す
。）

■
粕
屋
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　

役
員
研
修

７
月
22
日
（
水
）〜
23
日
（
木
）

　

前
日
か
ら
の
雨
も
上
が
り
お
天

気
に
恵
ま
れ
、
一
泊
研
修
へ
。
高

速
の
沿
道
に
は
夾
竹
桃
が
風
に
揺

れ
、
白
木
槿
（
ム
ク
ゲ
）
の
花
が

咲
き
、
山
々
は
緑
も
深
く
、
耳
納

連
山
を
車
窓
に
ま
ず
キ
リ
ン
ビ
ー

ル
の
工
場
へ
。

　

着
く
と
い
き
な
り
、
あ
の
神
秘

の
皆
既
日
食
。
見
学
に
来
て
い
た

子
ど
も
た
ち
の
眼
鏡
を
借
り
て
、

曇
天
の
中
に
は
っ
き
り
と
午
前
10

時
55
分
ご
ろ
、
太
陽
の
陰
て
し
ま

う
の
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

偶
然
と
は
言
え
、
こ
の
時
お
子
様

連
れ
に
出
会
え
た
こ
と
に
感
謝
し

な
が
ら
、
一
同
工
場
見
学
。

　

午
後
に
は
、
わ
が
国
最
大
の
地

熱
発
電
所
見
学
。
九
重
連
山
の
す

そ
野
・
阿
蘇
九
重
国
立
公
園
特
別

地
域
の
一
画
で
、
標
高
１,
１
０

０
メ
ー
ト
ル
の
地
に
あ
り
。
蒸
気

井
か
ら
毎
時
８
９
０
ト
ン
の
蒸
気

を
汲
み
上
げ
、
１
号
・
２
号
機
を

合
わ
せ
て
11
万
K
W
を
発
電
、
日

田
市
の
生
活
を
支
え
る
電
気
を
供

給
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
筋
湯
温

泉
泊
。

　

翌
日
は
午
前
９
時
に
出
発
。
原

尻
の
滝
へ
。
東
洋
の
ナ
イ
ア
ガ
ラ

と
も
言
わ
れ
、
そ
の
大
き
さ
と
水

量
に
驚
き
、
橋
の
中
央
に
た
だ
ず

み
見
入
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自

然
に
包
ま
れ
安
ら
ぎ
の
里
と
し
て

町
の
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
い
る

様
で
す
。

　

一
泊
研
修
を
終
え
い
ろ
ん
な
人

と
の
出
会
い
に
感
謝
し
な
が
ら
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
。

（
柚
須
地
区　

松
井
女
性
部
長 

記
）

■
夏
祭
り
ポ
ス
タ
ー
作
り
の
お

　

手
伝
い

　

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
長
者
原

３
地
区
合
同
の
夏
祭
り
で
掲
示
す

る
ポ
ス
タ
ー
は
、
地
区
の
子
供
会

の
皆
さ
ん
が
作
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
作
り

の
お
手
伝
い
を
と
い
う
こ
と
で
、

　
示
現
会
（
絵
の
会
）
会
員
の
古
野

モ
モ
ヨ
先
生
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、

上
区
う
て
お
う
て
塾
の
会
員
12
名

と
子
供
会
か
ら
31
名
が
、
７
月
４

日
（
土
）
午
後
、
上
区
公
民
館
に

集
ま
り
、
ポ
ス
タ
ー
作
り
を
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
さ
ん
た
ち
も
、
先
生
の

よ
き
指
導
を
受
け
、
楽
し
み
な
が

ら
、
力
作
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

（
長
者
原
上
長
寿
双
葉
会
う
て
お

う
て
塾
）

７ 

月 

の 

行 

事

9月の行事予定
1日(火)

20日(日)

9月定例理事会
粕屋町福祉センター
　10：00
全国一斉老人クラブ
社会奉仕の日
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　来年の春、小学校へ入学される児童を対象に健康診断（内科・歯科）と面接を下記のとおり実施します。
当日、どうしても出席できない人は、必ず粕屋町教育委員会学校教育課（☎938-2311 内線244）に
連絡してください。

● 持参するもの　・就学時健康診断票　・母子健康手帳（予防接種確認のため）
　　　　　　　　 ・上履き（スリッパ・上靴など）　・靴袋（下靴を入れるもの）
※駐車場がありませんので、車でのお越しはご遠慮願います。

平成22年度　小学校新１年生の健康診断と面接のご案内

10月 21日(水）

10月 27日(火)

10月 22日(木)

10月  1日(木)

大 川 幼 稚 園

仲 原 幼 稚 園

西 幼 稚 園

中 央 幼 稚 園

（☎938-3108）

（☎938-4557）

（☎611-2411）

（☎938-0521）
粕屋中央小学校
若宮、原町、長者原上、長者原中、長者原下

粕屋西小学校
内橋一、内橋二、阿恵、柚須、乙仲原西、多の津
サンライフ

仲原小学校
酒殿、甲仲原、駕輿丁、花ヶ浦、乙仲原東

午後1時～

　午後1時30分

受 付 時 間場 　 所期 　 日 校 区 （行 政 区）

大川小学校
大隈、上大隈、江辻、戸原、朝日、長戸、内橋三
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2010年版福岡県民手帳の予約を受け付けます
　福岡県民手帳の2010年版が発売

されます。

　購入を希望される方は、電話又

は粕屋町役場地域振興課窓口でお

申し込みください。

●申込み締切日　10月２日(金)

●受渡し・支払方法

　12月１日(火) から粕屋町役場地

域振興課窓口で商品をお渡しする

際に代金をお支払いいただきます。

●問い合わせ

　粕屋町役場地域振興課

　☎938-2311（内線474）
ポケット判 450円 標準判 550円 ハンドブック判 950円

ポケット判ポケット判ポケット判

標準判標準判標準判

ハンドブック版ハンドブック版ハンドブック版

歴
史
講
座
受
講
生
募
集

●
場
所　

粕
屋
フ
ォ
ー
ラ
ム
視
聴
覚

室
（
２
階
歴
史
資
料
館
展
示
室
横
）

●
募
集
定
員　

70
名 

受
講
料
は
無

料
で
す
。（
た
だ
し
、
全
講
座
を
通

じ
て
受
講
で
き
る
方
）

　
　

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
募
集
期
間
・
申
込
方
法

　

９
月
１
日
（
火
）
か
ら
９
月
16
日

（
水
）
ま
で

　
　

粕
屋
町
立
歴
史
資
料
館
へ
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。（
電
話
で
の
申
込

み
も
可
能
で
す
。）

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
立
歴
史
資

料
館 

☎(

９
３
９)
２
９
８
４

　

今
年
度
は
、
江
戸
時
代
に
筑
前
国

の
藩
主
で
あ
っ
た
黒
田
家
に
焦
点
を

あ
て
、
そ
の
開
始
か
ら
終
焉
ま
で
、

特
徴
的
な
で
き
ご
と
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
全
５
回
の
歴
史
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

●
テ
ー
マ　
「
福
岡
藩
主 

黒
田
家
を

め
ぐ
っ
て
」

●
講
師　

石
瀧  

豊
美
（
福
岡
地
方

史
研
究
会
々
長
）

●
講
座
日
程
と
内
容

　

○ 

第
１
回　

９
月
19
日
（
土
）

　
　

黒
田
家
の
勃
興

　
　
「
黒
田
如
水
と
豊
臣
秀
吉
」

　

○ 

第
２
回　

９
月
26
日
（
土
）

　
　

九
州
征
伐
と
関
ヶ
原
の
合
戦　

　
「
藩
祖
黒
田
如
水
と

　
　
　
　
　

初
代
藩
主
黒
田
長
政
」

　

○ 

第
３
回
10
月
３
日
（
土
）

　
　

二
つ
の
黒
田
騒
動

　
　
「
二
代
藩
主
黒
田
忠
之
と

　
　
　
　
　

三
代
藩
主
黒
田
光
之
」

　

○ 

第
４
回　

10
月
31
日
（
土
）

　
　

幕
末
の
乙
丑
の
獄

　
　
「
十
一
代
藩
主
黒
田
長
溥
」

　

○ 

第
５
回　

11
月
７
日
（
土
）

　
　

廃
藩
置
県
と
福
岡
士
族
の
乱　

　
「
福
岡
を
去
る
黒
田
家
」

※
い
ず
れ
も
土
曜
日
で
午
前
10
時
15

分
〜
午
後
０
時
15
分
（
予
定
）

　

水
道
メ
ー
タ

ー
器
の
使
用
有

効
期
間
は
、
計

量
法
に
よ
り
８

年
間
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
有
効
期
間
が
満

了
す
る
前
に
、
町
が
委
託
し
た
左
記

指
定
工
事
業
者
に
て
交
換
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

９
月
は
、
内
橋
一
区
、
内
橋
二
区
、

内
橋
三
区
の
有
効
期
限
が
近
づ
い
た
お

宅
の
メ
ー
タ
ー
器
を
交
換
い
た
し
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
交
換
工
事
で
、
代
金
を
請
求

す
る
こ
と
は
、
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

●
委
託
業
者

㈲
前
田
設
備
工
業

　
　
　
　
　

  

☎(

６
２
１) 

９
９
２
８

㈱
尾
畑
建
設
糟
屋
支
店

　
　
　
　
　

  

☎(

９
３
８) 

４
５
７
６

長
設
備
工
業  

☎(

９
３
８) 

７
１
３
５

㈱
倉
田        

☎(

９
３
８) 

２
７
０
８

松
山
工
業(

株) 

☎(

９
３
８)

２
２
４
５

●
交
換
時
の
お
願
い

・
交
換
対
象
の
お
宅
に
は
、
担
当
の

委
託
業
者
が
事
前
に
訪
問
し
、
メ

ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
場
所
な

ど
を
確
認
後
、
交
換
日
を
文
書
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

・
お
留
守
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

・
交
換
作
業
は
、
腕
章
と
身
分
証
明

書
を
携
帯
し
た
担
当
者
が
訪
れ
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
行
い
ま
す
。

そ
の
際
ま
れ
に
空
気
が
入
り
、
白

く
濁
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

蛇
口
を
２
〜
３
分
間
開
け
て
空
気

を
排
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
上
の
自
動
車

な
ど
は
、
交
換
作
業
時
に
移
動
し

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

直
接
各
担
当
の
委

託
業
者
へ
電
話
し
て
い
た
だ
く
か
、

粕
屋
町
上
下
水
道
課
☎(

９
３
８)

２
３
１
１
内
線
４
５
７
ま
で
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
器

　
　

交
換
の
お
知
ら
せ
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●会場　多々良川浄化センター

●日時　９月13日（日）

　　　　午前10時～午後２時

●開門　午前９時45分

◎下水処理場の中を見学できます。
◎下水道の学習ビデオを上映します。
◎プレゼントをさしあげます。　※ただし数に限りがあります。
◎おたのしみコーナー　※午前10時15分から
　　ヨーヨーつり・ボールすくい・アメすくい・ふうせん

　　かきごおり・ポップコーン　※数に限りがあります。

※小学生以下の皆さんは、必ず大人といっしょに
来てください。
※風雨が強いときは、取り止めになることがあり
ます。
　→当日の連絡先：町役場又は多々良川浄化セン
ター
※飲み物のサービスが限られていますので、水筒
などをお持ちください。

主催：粕屋町・志免町・宇美町
　　　須恵町・篠栗町・久山町
　　　（財）福岡県下水道公社
　　　多々良川流域下水道促進協議会
●問い合わせ　粕屋町上下水道課
　　　　　　　☎（９３８）２３１１
　　　　　　　内線４５２～４５７
　　　　　　　多々良川浄化センター
　　　　　　　☎（９３９）３４１３

下水道　地球を守る　リサイクル下水道　地球を守る　リサイクル

2009下水道展2009下水道展2009下水道展2009下水道展
〈下水処理場一般公開〉〈下水処理場一般公開〉

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

に
こ
に
こ
マ
マ
の
育
児
教
室

（
第
3
期
生
）

　

に
こ
に
こ
マ
マ
の
育
児
教
室
は
、

赤
ち
ゃ
ん
の
心
と
身
体
の
こ
と
を
学

ぶ
教
室
で
す
。
ほ
か
の
お
母
さ
ん
と

お
話
を
し
た
り
、
運
動
で
汗
を
流
し

た
り
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
も
で
き
ま

す
よ
。

　

育
児
に
奮
闘
中
の
お
母
さ
ん
、
ぜ

ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３

時
ご
ろ
ま
で

●
対
象
者　

第
１
子
が
平
成
21
年
５

月
か
ら
平
成
21
年
７
月
生
ま
れ
の

乳
児
を
持
つ
お
母
さ
ん
で
、
全
日

程
参
加
で
き
る
人

●
定
員　

20
名
（
先
着
順
）　

　

※

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
ら
せ

　

て
い
た
だ
き
ま
す

●
場
所　

粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー

●
申
込
方
法　

電
話
で
、
10
月
13
日

（
火
）〜
10
月
23
日
（
金
）
ま
で
に

粕
屋
町
国
保
健
康
課
（
粕
屋
町
健

康
セ
ン
タ
ー
内
）☎(

９
３
８)

２

３
１
１ 

内
線
５
２
４
へ

　

※

教
室
参
加
の
間
、
必
要
な
方
は

　

お
子
様
の
保
育
を
い
た
し
ま
す

                     

●日程・内容　※日程は変更になることがあります。ご了承ください。

保健師

中部消防署

古城 尚美先生

管理栄養士　斉藤 由紀子先生

熊丸 みつ子先生　　　　　

保健師

講　師（担当）内　　容回 期　日　

1

2

3

4

5

6

オリエンテーション

乳幼児の応急処置・事故防止について

体をリフレッシュ!～運動しましょう～

離乳食を作ってみよう!(調理実習）

親子遊び「育児はとっても楽しいもの」

まとめ

10/27（火）

11/10（火）

11/18（水）

11/24（火）

12/7  （月）

12/17（木）

多々良川浄化センター
粕屋町大字江辻７０５

県道６
０７号
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昨
年
、
創
設
い
た
し
ま
し
た
「
粕

屋
町
学
校
公
開
日
」
を
今
年
も
実
施

し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
粕
屋
町
全
町
民
の
方
々

に
、
児
童
生
徒
の
学
校
生
活
を
公
開

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
校
へ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
、
学
校
・
家
庭

が
教
育
に
関
し
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

果
た
す
と
共
に
、
ま
た
地
域
の
皆
さ

ま
に
お
い
て
も
そ
れ
に
参
加
を
い
た

だ
き
、
一
体
と
な
っ
た
児
童
生
徒
の

教
育
が
な
さ
れ
る
環
境
が
で
き
る
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ま
方
の
来
校
を
お
待
ち
し
ま
す
。

　

学
校
公
開
の
要
領
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
公
開
日　

10
月
15
日
（
木
）

●
公
開
時
間　

学
校
始
業
時
刻
か
ら

終
業
時
刻
の
間

●
対
象
校　

町
内
全
小
中
学
校
の
全

学
級

●
訪
問
で
き
る
学
校　

町
民
の
方
が

住
ん
で
あ
る
地
域
の
児
童
生
徒
が

通
う
学
校

●
そ
の
他　

特
別
な
行
事
な
ど
を
行

う
も
の
で
は
な
く
、
普
段
の
状
態

を
見
て
も
ら
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
学
校
教
育

課　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１ 

内

線
２
４
３

第
37
回
粕
屋
町
文
化
祭

展
示
作
品
・
舞
台
発
表

出
演
者
を
募
集
し
ま
す

●
開
催
日　

10
月
31
日
（
土
）・
11

月
１
日
（
日
）

※

舞
台
発
表
は
１
日
（
日
）
の
み
で
す
。

●
開
催
場
所　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や

●
申
込
方
法　

粕
屋
町
役
場
社
会
教

育
課
・
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
に
置

い
て
い
る
申
込
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
、
粕
屋
町
役
場
社
会

教
育
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
締
切

　

▽
舞
台
発
表　

９
月
10
日
（
木
）

　

▽
展
示
作
品　

９
月
30
日
（
水
）

　

※

期
限
厳
守
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
ご
不
明
な
点
に
つ
き
ま
し

て
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

粕
屋
町
社
会
教
育
課

　

☎（
９
３
８
）
１
４
１
０

　

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
育
て
る
赤

ち
ゃ
ん
の
心
〜
出
会
い
は
胎
内
か
ら
〜

　

第
１
子
妊
娠
中
の
ご
夫
婦
を
対
象

と
し
て
日
曜
日
に
『
日
曜
パ
パ
と
マ

マ
の
た
ま
ご
学
級
』
を
開
催
し
ま
す
。

講
演
や
妊
娠
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
を
使

用
し
た
妊
婦
体
験
、
赤
ち
ゃ
ん
の
お

風
呂
入
れ
の
説
明
、
子
育
て
支
援
事

業
の
紹
介
な
ど
を
行
い
ま
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時
・
内
容　

10
月
４
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
受
付
開
始

　

午
後
０
時
30
分
終
了
予
定

　

▽ 

講
演　

午
前
10
時
か
ら

　

▽ 

妊
婦
体
験
・
赤
ち
ゃ
ん
の
お

　

風
呂
入
れ
コ
ー
ナ
ー

　

▽ 

子
育
て
支
援
事
業
の
紹
介

●
対
象
者　

第
１
子
を
妊
娠
中
（
出

　

産
予
定
日
：
平
成
21
年
11
月
〜
平

　

成
22
年
２
月
ご
ろ
）
の
ご
夫
婦
、

　

ご
家
族
（
対
象
者
の
方
に
は
通
知

　

い
た
し
ま
す
）

●
場
所　

粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー

　
（
役
場
裏
）

●
参
加
申
込
み
方
法　

９
月
17
日
（
木
）

　

〜
10
月
２
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
又 

　

は
粕
屋
町
健
康
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
で

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
健
康
セ
ン 

　

タ
ー
（
粕
屋
町
国
保
健
康
課
）

　

☎(

９
３
８)

２
３
１
１　

内
線
５

　

２
４

日
曜
パ
パ
と
マ
マ
の
た
ま
ご

学
級（
両
親
学
級
）
の
ご
案
内

学
校
公
開
日
の
お
知
ら
せ

「定額給付金」「子育て応援特別手当」
申請制限のお知らせ

「定額給付金」「子育て応援特別手当」
申請制限のお知らせ

「定額給付金」「子育て応援特別手当」
申請制限のお知らせ

「定額給付金」「子育て応援特別手当」
申請期限のお知らせ

「定額給付金」「子育て応援特別手当」
申請期限のお知らせ

「定額給付金」「子育て応援特別手当」
申請期限のお知らせ

　平成21年4月13日から受付を開始しました「定額給付金」「子育て応援

特別手当」の申請期限は平成21年10月13日（火）までとなっています。
　まだ、申請を済ませていない方は、期日までに申請されますようお知

らせいたします。

●問い合わせ（受付時間 平日 午前８時30分～午後５時）
　　　　　定額給付金 　　　　　☎（931）7755（直通）
　　　　　子育て応援特別手当 　☎（931）7300（直通）
　　　　　又は粕屋町役場 　　☎（938）2311（代表）
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な

た

あ
さ
ぐ
も

ま
つ
げ

ひ
つ
ぎ

と　

し

（
八
・
十
五
）

し
ゅ
う
う

き
き
め

〔
俳
句
〕

袈
裟
涼
し
あ
の
除
夜
の
鐘
永
平
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武　
　

次
郎

梅
雨
空
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
赤
き
こ

と　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
田　

弘
子

灯
芯
の
じ
じ
じ
と
哭
く
や
終
戦
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

城
戸　

康
碩

花
絶
え
て
つ
つ
じ
切
り
込
む
朝
曇
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
松　

時
子

七
夕
に
今
年
の
風
を
飾
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
上
よ
し
子

剪
定
の
音
の
響
き
や
梅
雨
晴
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
東
千
鶴
子

澄
み
渡
る
棚
田
の
水
や
花
樗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
村　
　

栄

父
の
日
に
贈
ら
れ
し
酒
亡
父
と
酌
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

正
幸

心
太
夫
亡
き
家
に
帰
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
村
抖
し
子

水
馬
湖
の
青
空
を
つ
か
み
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
浦
菜
穂
子

髪
長
く
水
蜜
桃
の
ご
と
き
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

豊
子

夏
座
敷
池
大
雅
の
山
水
画

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

孝
子

初
茄
子
袋
を
破
る
小
さ
き
刺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永
ク
ニ
子

幸
せ
の
彩
確
む
る
花
か
ぼ
ち
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
末　

千
鶴

竹
と
ん
ぼ
ぷ
る
ぷ
る
と
ん
で
秋
ざ
く
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎
本
ミ
ヨ
コ

夏
の
海
陸
奥
の　

兵
幾
百
鬼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
井　

澄
枝

喜
ん
で
く
れ
る
人
逝
き
豆
の
飯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
代
ウ
メ
ノ

絵
て
が
み
を
受
け
て
嬉
し
や
夏
来
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

富
子

夏
の
夜
半
ラ
ジ
オ
聞
き
つ
つ
夢
の
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
河
内
ヒ
サ
ノ

炎
天
下
居
す
わ
る
カ
エ
ル
目
に
涙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
村
み
ち
こ

草
茂
る
睫
の
長
い
牧
の
牛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
藤
四
男
吉

台
上
り
首
の
据
わ
ら
ぬ
孫
を
抱
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
我
百
合
子

何
ご
と
も
な
き
一
日
や
ト
マ
ト
食
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

悦
子

病
み
あ
が
り
意
欲
も
乏
し
戻
り
梅
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
た
つ
や

梅
雨
入
り
を
腰
痛
で
知
る
年
令
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

工
藤
か
つ
代

手
を
か
け
る
ほ
ど
に
色
ま
す
煮
梅
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
永　

弘
子

院
内
の
母
に
見
舞
い
し
千
日
紅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田　

照
子

出
迎
え
は
笹
の
飾
り
や
旅
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

加
藤　

友
子

生
き
て
い
る
幸
せ
感
じ
丑
湯
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
鍋　

勝
代

炎
天
に
負
け
じ
と
老
い
の
ボ
ー
ル
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

因　
　

俊
子

棺
な
き
父
焼
き
し
庭
原
爆
忌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

党　
　

悦
子

夕
刊
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
冷
奴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
松
た
け
し

白
粉
の
花
吹
か
れ
お
り
通
学
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
木
喜
久
代

〔
川
柳
〕

ケ
イ
タ
イ
が
電
話
の
門
限
な
く
し
て

る　
　
　
　
　
　
　
　

金
星
も
も
子

あ
あ
無
念
相
場
が
狂
い
爪
灯
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
名　

弘
道

夏
の
陽
が
眩
し
鍔
広
帽
子
買
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　
　

愛

水
平
線
一
瞬
炎
え
て
陽
は
西
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
杢
ふ
さ
の

白
無
垢
に
ま
ぶ
し
い
父
の
歩
が
と
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
城
千
代
子

過
ち
を
咎
め
ぬ
友
の
瞳
が
ま
ぶ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　

さ
だ
き

冤
罪
が
晴
れ
て
ま
ぶ
し
い
青
い
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　

樽
原
と
よ
お
き

昭
和
史
に
ま
ぶ
し
い
ひ
ば
り
裕
次
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

成
子

鉢
巻
を
締
め
て
心
に
火
を
点
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
林　

藤
夫

鉢
巻
で
五
才
も
走
る
勢
い
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀧
本　

章
志

さ
あ
い
く
ぞ
鉢
巻
し
め
て
立
候
補

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

下
村
ヨ
シ
子

弓
し
ぼ
る
鉢
巻
凛
凛
し
空
気
澄
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
井　

秀
子

二
人
三
脚
鉢
巻
結
ぶ
君
ゲ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
尋
よ
し
恵

ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
決
め
た
相
手
と
五
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
井
す
み
子

モ
ン
ペ
着
て
わ
た
し
ゃ
お
嫁
に
来
た

と
ば
い　
　
　
　
　
　

  

瀬
海　

与
一

焼
け
跡
も
り
ん
ご
の
唄
で
活
気
付
く

　
　
　
　
　
　

 　
　
　

 

四
宮
み
ど
り

終
戦
日
モ
ン
ペ
の
襟
を
正
す
母　
　

　
　
　
　

  　
　
　
　
　

吉
原　

大
恵

自
己
流
の
哲
学
昭
和
か
ら
学
ぶ　
　

　
　
　
　

  　
　
　
　
　

安
武　

秀
月

天
皇
を
に
ん
げ
ん
に
す
る
終
戦
日　

　
　
　
　
　

  　
　
　
　

長
﨑　

榮
市

〔
短
歌
〕

ク
ラ
ス
会
今
年
は
や
め
と
電
話
と
る

八
十
路
の
道
は
遠
く
短
か
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
原　

弘
子

駕
与
丁
花
火
大
会
喜
々
と
し
て
見
上

げ
る
顔
に
ひ
か
り
映
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ー
チ
ャ
ン
髙

驟
雨
に
も
大
地
を
冷
や
す
効
果
あ
り

さ
は
言
う
も
の
の
明
け
の
蒸
し
々
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　
　

勝

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
俳
句
・
川
柳
・
短
歌

を
掲
載
希
望
の
方
は
、
楷
書
で
作
品
・
掲

載
希
望
月
と
連
絡
先
（
電
話
番
号
）
を
書

い
て
、
掲
載
希
望
月
の
前
々
月
末
ま
で
に

郵
送
か
直
接
窓
口
ま
で
。
お
ひ
と
り
１
点

の
応
募
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
企
画
課

　

広
報
広
聴
係　

☎(

９
３
８) 

２
３
１ 

　

１
・
内
線
２
３
３

　

福
岡
東
部
法
律
事
務
所
〈
弁
護
士

５
名
〉
の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
月
の

「
法
律
と
暮
ら
し
の
無
料
相
談
会
」

が
次
の
よ
う
に
開
か
れ
ま
す
。

◇
弁
護
士
が
直
接
、
お
会
い
し
て
相

　

談
に
応
じ
ま
す
。

◇
相
談
内
容
は
、
も
ち
ろ
ん
秘
密
が

　

守
ら
れ
ま
す
。

◇
相
談
料
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
お
い
で

　

く
だ
さ
い
。
電
話
に
よ
る
予
約
を

　

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
相
談
日
時　

９
月
11
日
（
金
）

　

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

●
会
場　

サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や　

研

　

修
室
３
・
４
（
粕
屋
町
役
場
の
前
）

●
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

☎(

６
１
１) 

４
０
５
７

　
　

０
９
０(

８
８
３
１) 

９
３
４
６

　

川
口
學
ま
で

法
律
と
暮
ら
し
の

　
　
　
　

無
料
相
談
会
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粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

左
の
か
た
が
た
よ
り
、
香
典
返
し
と
し
て
多
額
の
御
寄
附
を
賜
り
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

紙
面
を
か
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

御
寄
附
い
た
だ
い
た
ご
芳
志
は
、
十
分
尊
重
し
て
、
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町の人口
人　口　

21年

20年

19年

男 女 世帯数
７月末現在

21年

前年対比

　244件

　-17件

　0人

　±0人

　321人

　-22人

6月末現在町内の交通事故発生状況

発生
発　生
件　数 死者数 負傷者数

区分

9 月 の 税 金

41,580

40,612

39,414

20,650

20,277

19,627

20,930

20,335

19,787

16,616

16,145

15,599

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
の
お
知
ら
せ

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
を
温
か
く
見
守

る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
養
成

し
、
認
知
症
を
地
域
で
支
え
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
す
る
「
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
1
0
0
万
人
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

が
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

粕
屋
町
に
お
い
て
も
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
「
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時　

10
月
13
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

（
受
付
は
午
後
１
時
か
ら
）

●
場
所　

粕
屋
町
役
場
３
階
31
会
議
室

●
内
容

　

・
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

　

・
認
知
症
の
正
し
い
理
解
と
対
応

　

に
つ
い
て

　

・
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク　

な
ど

●
講
師　

福
岡
県
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ

イ
ト　

塩
谷
雅
子
氏

●
募
集
人
員　

20
名
（
定
員
に
な
り

し
だ
い
締
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
）

●
問
い
合
わ
せ　

粕
屋
町
介
護
支
援

課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎（
９
３
８
）
２
３
１
１  

内
線
５

５
６

　

何
か
を
特
別
に
や
っ
て
も
ら
う
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
認
知
症
を
正

し
く
理
解
し
て
も
ら
い
、
認
知
症
の

人
や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者

に
な
っ
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
例
え

ば
、
友
人
や
家
族
に
認
知
症
に
関
す

る
知
識
を
伝
え
る
、
認
知
症
に
な
っ

た
人
や
家
族
の
気
持
ち
を
理
解
す
る

よ
う
努
め
る
、
日
常
生
活
の
中
で
で

き
る
範
囲
で
手
助
け
を
す
る
、
な
ど

で
す
。

　

な
お
、
講
座
修
了
者
に
は
、
認
知

症
を
支
援
す
る
「
目
印
」
と
な
る
ブ

レ
ス
レ
ッ
ト
（
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
）

を
配
布
し
ま
す
。

　

※

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
（
者
）

及
び
介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
な
ど
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は

寄
附
を
受
納
さ
れ
た
団
体
名

寄　

贈　

主

亡
く
な
ら
れ
た
方

居

住

地

年
齢

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

上
大
隈
区
老
人
ク
ラ
ブ

上
大
隈

瀧
本　

光
義

瀧
本
フ
ジ
ノ

89

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

原　
　

町

松
永
チ
ヨ
ノ

松
永　

松
男

甲
仲
原
区
老
人
ク
ラ
ブ

甲
仲
原

安
河
内
ラ
ン
子

安
河
内
昭
浩

84

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

酒
殿
区
老
人
ク
ラ
ブ

酒　
　

殿

安
河
内
雄
一

安
河
内
ヌ
イ

9671

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
者
原
中
区

長
者
原
中
区
長
寿
双
葉
会

長
者
原
中

石
川
ハ
ル
ヱ

石
川　

正
人

91

粕
屋
町
社
会
福
祉
協
議
会

長
者
原
下
区

長
者
原
下
区
福
寿
会

長
者
原
下

上
野　

紀
徳

上
野
イ
ワ
ノ

91

「
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
受
講
生
募
集

　

福
岡
労
働
者
支
援
事
務
所
は
、
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
な
ど
で
退
職
し
、
も
う
一

度
働
い
て
み
た
い
と
い
う
方
の
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
と
な
る
子
育
て
女
性
の
「
就

職
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
・
内
容

▽
10
月
８
日
（
木
）　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

「
マ
マ
も
働
い
て
み
よ
う
か
な
。〜
就
職
の
ウ

ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
を
始
め
よ
う
〜
」

　

午
後
１
時
〜
午
後
２
時
30
分
「
わ
た
し
の
ア

ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
を
探
す
」

▽
10
月
15
日
（
木
）　

午
前
10
時
30
分
〜
正
午

「
面
接
は
第
一
印
象
で
決
ま
る
〜
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
と
メ
ー
ク
で
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
〜
」　

午
後
１
時
〜
午
後
２
時
30
分
「
再
就
職
の
た

め
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」

●
受
講
対
象
者　

２
日
間
受
講
で
き
る
方

●
会
場　

あ
い
れ
ふ
（
福
岡
市
立
婦
人
会

館
）
９
階
大
研
修
室
（
福
岡
市
中
央
区

舞
鶴
２
丁
目
）

●
定
員　

50
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

●
受
講
料　

無
料　

●
託
児　

有
（
無
料
）

●
申
込
方
法　

電
話
又
は
F
A
X
で

●
申
込
締
切
日　

10
月
２
日
（
金
）

●
受
講
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
岡
県
福
岡
労
働
者
支
援
事
務
所　

　
（
福
岡
県
福
岡
西
総
合
庁
舎
５
階
）

　

☎（
７
３
５
）
６
１
５
０

　

F
A
X
（
７
１
２
）
０
４
９
７
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９月の行事予定表９月の行事予定表９月の行事予定表

１０月上旬の行事予定表月上旬の行事予定表１０月上旬の行事予定表１０月上旬の行事予定表

１　(火)

２　(水)

３　(木)

７　(月)

９　(水)

10　(木)

11　(金)

13　(日)

14　(月)

15　(火)

16　(水)

17　(木)

18　(金)

24　(木)

25　(金)

28　(月)

29　(火)

30　(水)

１　(木)

２　(金)

４　(日)

５　(月)

がん総合検診

行政相談

心配ごと相談

がん総合検診

子育て支援イベント

赤ちゃん相談

健康相談

パパとママのたまご学級（赤ちゃん編）

親子オープンルーム

子育て支援イベント

ポリオ投与

大腸がん･喀痰検体提出日

園庭開放

交通事故・犯罪などの住民相談

10か月児健診、ブックスタート

ＢＣＧ接種

国保特定健診

国保特定健診

心配ごと相談

2歳児歯科健診

子育て支援イベント

4か月児健診

パパとママのたまご学級（ママ編）

ポリオ投与

３歳児健診

ウォーキング日

交通事故・犯罪などの住民相談

1歳6か月児健診

大腸がん･喀痰検体提出日

がん総合検診

がん総合検診

子育て支援

子育て支援イベント

子育て支援イベント

ポリオ投与

赤ちゃん相談

ポリオ投与

日曜パパママ学級

健康相談

親子オープンルーム

健康センター

福祉センター

福祉センター

健康センター

ヴィラのぞみ愛児園

健康センター

役場玄関ホール

健康センター

健康センター

ヴィラのぞみ愛児園

健康センター

健康センター

西保育所

粕屋町役場

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

福祉センター

健康センター

ヴィラのぞみ愛児園

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

粕屋町役場

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

大川保育所

ヴィラのぞみ愛児園

わかば保育園

健康センター

健康センター

健康センター

健康センター

役場玄関ホール

健康センター

予約された方には通知いたします

弁護士は午前中のみ

予約された方には通知いたします

体操のお兄さんと遊ぼう（マット運動）

1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）

赤ちゃんの扱い方（赤ちゃんの準備）

乳幼児

体操のお兄さんと遊ぼう（跳箱運動）

予約制です（9～10月実施分は8月24日から予約できます）

9月1日・2日に容器を持ち帰られた方

体育あそび

防災会議室

平成20年11月生まれの児

おおむね生後３か月を過ぎてからの接種をお勧めします

予約された方には通知いたします

予約された方には通知いたします

弁護士は午前中のみ

平成19年5月生まれの児

体操のお兄さんと遊ぼう（ボールあそび）

平成21年5月生まれの児

妊娠中のからだの変化・食事について

予約制です

平成18年8月生まれの児

町内をウォ－キング（どなたでも参加できます）

防災会議室

平成20年2月生まれの児

9月13日・14日に容器を持ち帰られた方

予約された方には通知いたします

予約された方には通知いたします

運動会ごっこ

体操のお兄さんと遊ぼう（鉄棒）

運動会ごっこ

予約制です

1歳6か月までの希望者（前日までに予約してください）

予約制です

対象者の方には通知いたします

乳幼児

  8:30～11:00

10:00～12:00

10:00～15:00

  8:30～11:00

10:00～11:00

13:00～15:30

  9:00～12:00

10:00～11:30

10:00～12:00

10:00～11:00

12:50～13:45

  9:00～11:00

10:00～11:00

10:00～12:00

13:00～13:45

12:50～13:45

  8:30～11:00

  8:30～11:00

10:00～15:00

13:10～13:50

10:00～11:00

13:00～13:45

10:00～11:30

12:50～13:45

12:50～13:30

  9:30

10:00～12:00

12:50～13:40

  9:00～11:00

  8:30～11:00

  8:30～11:00

10:00～11:00

10:00～11:00

11:00～12:30

12:50～13:45

13:00～15:30

12:50～13:45

10:00～12:00

  9:00～12:00

10:00～12:00

  




